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技術部門  応用理学部門  

専門とする事項  土木地質 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －   １   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 海 洋 は 地 球 上 の 面 積 の 約 ７ 割 を 占 め 、 生 物 ・ 人 類 に

と っ て 非 常 に 重 要 な 存 在 で あ る 。 近 年 の 人 間 活 動 に よ

る 温 室 効 果 ガ ス 増 加 に 伴 う 地 球 温 暖 化 の 影 響 に よ り 、

海 洋 環 境 が 悪 化 し つ つ あ る 。  

( 1 ) 持 続 可 能 な 海 洋 の 構 築 に お け る 課 題  

① 海 面 水 位 上 昇 の 観 点  

 地 球 温 暖 化 に よ り 極 地 域 の 氷 床 の 融 解 や 大 陸 氷 河 の

融 解 、 及 び 海 水 温 上 昇 に よ る 海 の 体 積 膨 張 に よ り 海 面

水 位 が 徐 々 に 上 昇 し つ つ あ る 。 こ れ に よ り 海 辺 の 三 角

州 等 の 低 地 や 海 抜 0 メ ー ト ル 地 帯 で の 高 潮 や 浸 水 被 害

等 の 災 害 の 増 加 が 懸 念 さ れ て い る 。 海 面 水 位 上 昇 の 抑

制 が 課 題 で あ る 。  

② 海 水 温 の 上 昇 、 海 水 の 酸 性 化 に よ る 生 態 系 へ の 影 響

の 観 点  

 温 室 効 果 ガ ス の 増 加 に 伴 う 地 球 温 暖 化 に よ り 、 海 水

温 の 上 昇 や 海 水 の 酸 性 化 が 進 行 し つ つ あ る 。 こ れ ら は

進 行 す る と 影 響 が 長 期 に 渡 り 継 続 す る た め 、 生 態 系 に

長 期 的 な 悪 影 響 を 及 ぼ す ほ か 、 海 水 温 上 昇 は 異 常 気 象

の 原 因 と な る 。 従 っ て 海 水 温 の 上 昇 抑 制 、 海 水 の 酸 性

化 の 改 善 が 課 題 で あ る 。  

③ プ ラ ス チ ッ ク ご み の 海 洋 放 出 削 減 の 観 点  

 プ ラ ス チ ッ ク 廃 棄 物 の 海 洋 流 出 が 増 加 し て い る 。 プ

ラ ス チ ッ ク は 非 常 に 安 定 な 物 質 で 分 解 さ れ に く く 、

徐 々 に 粉 砕 さ れ る と マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク と な り 、 生

物 の 体 内 に 蓄 積 さ れ て 生 態 系 に 害 を 及 ぼ す 。 モ ラ ル の
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

改 善 や プ ラ ス チ ッ ク 代 替 品 の 開 発 が 課 題 で あ る 。  

( 2 ) 海 面 水 位 上 昇 に 対 す る 解 決 策  

 地 球 温 暖 化 に よ る 海 面 水 位 の 上 昇 は 災 害 の 増 加 を 招

く 。 地 球 温 暖 化 の 要 因 で あ る 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 が 急

務 で あ る 。  

① 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー へ の 転 換  

温 室 効 果 ガ ス の 主 体 で あ る C O 2 を 大 量 に 放 出 す る 化

石 燃 料 か ら カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 貢 献 す る 再 生 可 能

エ ネ ル ギ ー へ の 転 換 を 進 め る 。 太 陽 光 、 風 力 、 水 力 、

地 熱 、 バ イ オ マ ス 等 の エ ネ ル ギ ー ミ ッ ク ス 。 併 せ て 適

切 な 原 子 力 発 電 の 推 進 や 水 素 利 用 、 漸 移 期 間 中 の 化 石

燃 料 の 効 率 化 や ア ン モ ニ ア 混 燃 技 術 に よ り C O 2 の 排 出

削 減 を 図 り 、 地 球 温 暖 化 を 防 止 す る 。  

② C O 2 の 地 下 貯 留 技 術 開 発 の 推 進 （ C C S ）  

世 界 的 に 2 0 2 5 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル を 目 標 と す

る 中 で カ ー ボ ン ネ ガ テ ィ ブ の 推 進 は 欠 か せ な い 。 C C S

に よ り こ れ を 実 行 す る 。 C C S は 海 外 で は 一 般 に 石 油 採

掘 孔 跡 を 再 利 用 し て い る が 、 日 本 で は 適 地 に 乏 し く 新

た に 開 発 す る 。 そ の 際 、 砂 岩 や 亀 裂 の 多 い 岩 盤 を 貯 留

層 と し 、 そ の 上 部 に 泥 岩 等 の 遮 蔽 性 の あ る 地 質 構 造 を

物 理 探 査 に よ り 調 査 し て 適 地 を 開 発 す る 。  

③ ハ ー ド と ソ フ ト の 両 輪 対 策  

 海 岸 低 地 域 を 海 面 水 位 上 昇 に 伴 う 災 害 か ら 守 る た め

に 、 防 潮 堤 や 海 岸 堤 防 、 排 水 施 設 の 整 備 等 の ハ ー ド 対

策 と 、 浸 水 想 定 域 の ハ ザ ー ド マ ッ プ の 整 備 や 低 地 帯 の
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

適 切 な 都 市 計 画 や 住 宅 地 開 発 の 規 制 、 移 転 促 進 等 の ソ

フ ト 対 策 を 両 輪 で 進 め る 。  

( 3 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 策  

 計 画 通 り に カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル が 実 施 さ れ な い リ

ス ク が 考 え ら れ る 。 対 策 と し て 適 応 策 の 同 時 推 進 と 地

球 温 暖 化 防 止 の 啓 蒙 活 動 の 推 進 を 挙 げ る 。 各 種 メ デ ィ

ア や S N S 等 の 情 報 媒 体 を 通 し て 次 世 代 に 健 全 な 地 球 環

境 を 引 き 継 ぐ こ と の 大 切 さ を 個 人 、 民 間 、 行 政 が 一 体

と な っ て 根 気 強 く 伝 え 続 け 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル を

進 め て い く 。  

( 4 ) 業 務 遂 行 に お い て 必 要 な 要 件  

 事 業 推 進 に 当 た っ て は 公 益 性 の 確 保 に 努 め 、 特 定 の

団 体 の 利 益 に つ な が ら な い よ う に 公 衆 の 安 全 、 安 心 を

最 優 先 さ せ る 。 海 洋 の 広 大 な 寛 容 さ 、 物 理 的 な 性 質 に

頼 り す ぎ ず 、 環 境 保 全 を 第 一 に 持 続 可 能 な 海 洋 開 発 を

進 め る 。  



令和 6年度技術士第二次試験問題〔応用理学部門〕 

回答メモ 

 

17 応用理学部門【必須科目】 

Ⅰ－1  （前略）海洋産業の成長につなげるとともに、我が国の海洋環境の保全・再生・維持と、海洋

の持続的な利用・開発を図っていく必要がある。 

（１） このような持続可能な海洋の構築について、技術者としての立場で多角的な観点から 3 つの課

題を抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、その課題の内容を示せ。 

（２） 前問(1)で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を 1つ挙げ、その課題に対する複数の解決

策を、応用理学部門の専門技術用語を交えて示せ。 

（３） 前問(2)で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの対策について、

専門技術を踏まえた考えを示せ。 

（４） 前問(1)～(3)の業務遂行において必要な要件を、技術者としての倫理や社会の持続可能性の観

点から題意に即して述べよ。 

 

（１） ①水産資源の保護；持続可能な資源開発のために適切な規制を行う。 

②環境負荷の低減：洋上風力、メタンハイドレート等の資源開発時の環境負荷低減。 

③自国資源の確保：他国による領海内での不法な海洋資源開発への適切な対処を行う。 

（２）②環境負荷の低減を選択 

   1)海底資源掘削時の環境汚染、地盤変状の防止 

   ・日本近海では、海底資源として、メタンハイドレートや天然ガスの賦存が期待されている。こ

れらの海底資源を採取することで地盤内に生じた空隙に二酸化炭素の地中貯留を行い、地盤内

の空隙による地盤変状の防止に加え、環境対策が実施できる。 

  2)洋上風力発電など洋上施設建設時の環境影響評価 

・洋上施設に対しては、風、波浪、津波等の影響が想定される。これらの環境影響に対して、AI

を用いた影響評価を行い、事前～供用後までのモニタリングを行う。 

  3)海洋資源開発の民間への理解増進（アウトリーチ） 

・洋上施設を一般の方向けのビジターセンターとして活用し、資源開発事業に関する理解増進を

図る。 

（３）新たに生じうるリスク：風評被害の発生 

   ・東日本大震災や ALPS 処理水の放出の際には、科学的根拠に乏しい風評被害が発生しており、

これらのリスクが想定される。正しい情報発信やモニタリング結果等の科学的根拠を提示する

ことで風評被害の低減に努める必要がある。 

（４）業務遂行に必要な要件 

   ・科学的に正しい論理展開を行い、外的影響（思想、政治）による偏りがないように業務に取り

組む必要がある。また、一般の方へ正しい情報を提供する。 

  



選択科目           地質 
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技術部門         応用理学部門  

専門とする事項          環境地質（水文） 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

1 

（ １ ） 持 続 可 能 な 海 洋 の 構 築 に つ い て の ３ つ の 課 題  

課 題 ① プ ラ ス チ ッ ク ご み 等 に よ る 海 洋 汚 染  

 プ ラ ス チ ッ ク は 自 然 に 還 り づ ら い 素 材 で あ る 。 一 度

海 洋 に 流 出 し て し ま う と 、 長 期 間 分 解 さ れ ず 漂 流 す る 。  

こ れ ら が 海 を 汚 染 し 各 種 生 態 系 等 に 影 響 を 及 ぼ し て い

る こ と が 問 題 で あ る 。  

課 題 ② 地 球 温 暖 化 に よ る 海 水 面 の 上 昇  

 昨 今 フ ロ ン ガ ス や C O  2 の 増 加 で 地 球 温 暖 化 が 起 き

て い る 。 こ の 影 響 で 氷 河 や 永 久 凍 土 が 融 解 し 、 海 水 面

が 上 昇 す る こ と で 低 地 が 侵 食 さ れ 沈 ん で い く な ど し 、

陸 地 に も 海 洋 環 境 に も 改 変 を 与 え て い る こ と が 問 題 で

あ る 。  

課 題 ③ 気 候 変 動 に よ る 海 洋 生 態 系 の 破 壊 ・ 変 化  

 昨 今 、 人 間 活 動 の 影 響 で 気 候 変 動 が 起 き 、 国 内 外 で

ゲ リ ラ 豪 雨 な ど の 異 常 気 象 や そ れ に 伴 う 災 害 が 頻 発 し

て い る 。 日 本 の 四 季 が 失 わ れ て い る の も そ の 影 響 の 1

つ で あ る 。 こ の 影 響 で 海 洋 の 生 物 種 の 生 息 域 が 変 化 し

た り 、 種 が 減 少 、 絶 滅 す る と い っ た こ と が 起 き て お り 、

海 洋 の 保 全 、 維 持 と い う 観 点 で 問 題 で あ る 。  

（ ２ ） 最 重 要 課 題 ① の 解 決 策 を 以 下 に 3 つ 述 べ る 。  

解 決 策 ① 国 民 一 人 一 人 の 意 識 改 革  

 行 政 や 企 業 が 一 体 と な り 、 大 人 に も 子 供 に も 環 境 保

護 の 教 育 を 徹 底 す る 。 例 え ば 、 各 都 道 府 県 が 教 育 機 関

で 積 極 的 に 出 前 授 業 を 行 う な ど す る 。 ま た 企 業 と 地 元

住 民 で フ ォ ー ラ ム を 開 き 意 見 交 換 会 を 行 う な ど も よ い
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

と 考 え る 。 国 民 一 人 一 人 の 、 ゴ ミ を 捨 て さ せ な い 、 今

の 行 動 が 未 来 へ つ な が る と い う 意 識 を 強 く 育 て て い く

こ と が 最 も 重 要 で あ る 。  

解 決 策 ② プ ラ ス チ ッ ク の 代 替 と な る エ コ 素 材 の 標 準 化  

 プ ラ ス チ ッ ク の 代 わ り に 、 自 然 に 還 り や す い と 考 え

ら れ る 紙 や 竹 、 ト ウ モ ロ コ シ の 素 材 を 流 通 さ せ て 標 準

化 し て い く と よ い と 考 え ら れ る 。 こ れ が ス タ ン ダ ー ド

に な れ ば 、 も し 排 出 さ れ る ご み の 量 が 変 わ ら な か っ た

と し て も 、 環 境 へ の 負 荷 は 減 る と 想 定 さ れ る 。  

解 決 策 ③ ゴ ミ 廃 棄 に 法 規 制 を  

 例 え ば 、 現 在 プ ラ ス チ ッ ク 製 の レ ジ 袋 は 有 料 化 さ れ

て い る 。 こ の よ う に 便 利 だ が す ぐ 廃 棄 さ れ て し ま う よ

う な も の に つ い て は 有 料 化 す る か 、 そ れ を 断 っ た 人 間

に メ リ ッ ト が あ る よ う な 方 策 を 行 政 や 企 業 は も っ と 推

進 し て い け れ ば よ い と 考 え る 。  

（ ３ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 応  

 日 本 に お い て 上 記 課 題 に つ い て 改 善 さ れ た と し て も 、

国 外 の 発 展 途 上 国 の よ う な 場 所 で は ま だ ま だ 意 識 が 薄

い も の と 想 定 さ れ る 。 海 洋 は 世 界 中 で 繋 が っ て い る た

め 、 世 界 規 模 で 上 記 し た よ う な こ と を 対 策 す る 必 要 が

あ る 。  

 ま た 新 し く 海 洋 資 源 開 発 を 行 う 場 合 、 そ れ に よ る 海

水 の 汚 染 リ ス ク も 考 え ら れ る 。 こ れ ら は 、 I  C  T や D  

X な ど の デ ジ タ ル 先 端 技 術 を 利 用 し て 、 よ り 精 度 高 く

し 、 間 違 い の 起 き な い 開 発 計 画 を 立 て る の が 良 い と 考
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

え ら れ る 。 ま た 、 も し 海 洋 を 汚 染 す る よ う な 事 故 が 起

き た と し て も 、 最 小 限 で 食 い 止 め ら れ る よ う な フ ェ イ

ル セ ー フ 的 な 計 画 を 策 定 し て お く の が 持 続 可 能 な 海 洋

を 構 築 し て い く う え で 重 要 で あ る 。  

（ ４ ） 業 務 遂 行 に お い て 必 要 な 要 件  

① 技 術 者 倫 理 の 観 点 か ら  

 便 利 な 素 材 で あ る プ ラ ス チ ッ ク の 規 制 に よ っ て 、 生

活 が 不 便 に な っ た と し て も 、 技 術 者 は 未 来 の 公 益 を 確

保 す る た め に 、 そ の 重 要 性 を 広 く 国 民 に 説 明 し て い く

こ と が 大 事 で あ る 。 ま た 、 海 洋 資 源 開 発 に お い て は 、

人 命 の 安 全 を 最 優 先 と し て 、 人 々 の 生 活 が 脅 か さ れ る

こ と の な い よ う に プ ロ ジ ェ ク ト を 進 め て い く 必 要 が あ

る 。  

② 持 続 可 能 性 の 観 点  

 海 洋 と 長 く 共 存 し て い く た め に は 、 前 述 し た 人 間 活

動 の 制 限 、 エ コ ロ ジ ー な 素 材 や 方 法 へ の 代 替 、 安 全 な

海 洋 資 源 開 発 に つ い て 、 よ り グ リ ー ン な 方 法 で 進 め て

い か な け れ ば な ら な い 。 例 え ば 最 先 端 の I  C  T 技 術 や

D  X  を か ら め て 施 策 や 開 発 を 行 う な ど し て 、 モ ノ や 人

の 省 エ ネ 化 、 効 率 化 を 推 進 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。  

 



選択科目   地質 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 
 

  

技術部門   応用理学部門 

専門とする事項  環境地質 

受験番号 

問題番号 

 

Ｒ6(2024)年度Ⅰ-1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

( 1 )  多 面 的 な 観 点 か ら の 3 つ の 課 題  

1 ) い か に 河 川 ・ 地 下 水 の 水 質 を 良 好 に 保 つ か  

 水 質 汚 濁 防 止 法 の 施 行 に よ り 、 事 業 場 か ら の 有 害 物

質 の 排 出 量 は 大 幅 に 低 減 さ れ て き た 。 し か し 、 知 見 の

集 積 に よ り 、 新 た な 有 害 物 質 が 基 準 に 設 定 さ れ た り 、

基 準 に 設 定 さ れ て い な い 化 学 物 質 の 新 た な 利 用 に と も

な い 、 水 域 に は こ れ ら の 化 学 物 質 が 少 な か ら ず 拡 散 す

る 可 能 性 が あ る 。 化 学 物 質 の 水 域 へ の 拡 散 を 防 止 す る

観 点 か ら 、 い か に 河 川 ・ 地 下 水 の 水 質 を 良 好 に 保 つ か

が 課 題 で あ る 。  

2 ) い か に 臨 海 部 埋 立 量 を 低 減 す る か  

地 盤 掘 削 工 事 に 伴 い 、 土 砂 中 に 廃 棄 物 が 混 入 し て い

た り 、 汚 染 土 壌 が 含 ま れ て い る と 、 建 設 発 生 土 と し て

有 効 利 用 で き な く な り 、 臨 海 部 埋 立 地 等 の 管 理 型 処 分

場 へ 搬 出 さ れ る 。 臨 海 部 埋 立 地 に お い て 、 搬 入 土 砂 が

受 入 基 準 に 適 合 し て い た と し て も 、 上 記 1 ) で 述 べ た

と お り 、 掘 削 土 砂 中 に 含 有 す る 化 学 物 質 が 海 域 に 少 な

か ら ず 拡 散 す る リ ス ク が あ る 。 こ の た め 、 海 域 へ の 有

害 物 質 拡 散 を 防 止 す る 観 点 か ら 、 い か に 臨 海 部 埋 立 量

を 低 減 す る か が 課 題 で あ る 。  

3 ) い か に 臨 海 部 の 生 物 多 様 性 を 回 復 す る か  

経 済 活 動 に 伴 い 、 臨 海 部 で は 、 工 業 地 域 、 港 湾 施 設 、

廃 棄 物 埋 立 地 と し て 利 用 さ れ 、 水 質 浄 化 能 力 の あ る 干

が た は 消 滅 し つ つ あ る 。 臨 海 部 の 水 質 を 改 善 す る 観 点

か ら 、 い か に 臨 海 部 の 生 物 多 様 性 を 回 復 す る か が 課 題
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

で あ る 。  

( 2 ) 選 定 課 題 と そ の 対 策  

最 重 要 課 題 と し て 、「 い か に 臨 海 部 埋 立 量 を 低 減 す

る か 」 を 選 定 し 、 そ の 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。  

1 )  廃 棄 物 へ の 対 応   

❶ が れ き 類 へ の 対 応  

盛 土 地 盤 掘 削 で 土 砂 に 混 入 す る が れ き 類 を 分 別 す る

に は ふ る い 機 を 用 い る 。 規 模 ， 周 辺 環 境 等 現 場 条 件 に

応 じ て 、 自 走 式 、 場 内 又 は 場 外 の プ ラ ン ト 式 、 静 音

性 ・ 粉 じ ん 防 止 で 密 閉 性 タ イ プ 等 を 選 定 す る 。 土 砂 、

が れ き 類 の 大 き さ に 応 じ て ふ る い を 選 定 す る 。 細 粒 分

に よ る 目 詰 ま り 防 止 に 高 分 子 改 質 材 も 利 用 す る 。  

❷ 建 設 汚 泥 へ の 対 応  

建 設 汚 泥 を 改 質 し て 盛 土 に 再 利 用 す る と 高 コ ス ト と

な る 。 流 動 化 処 理 工 法 は 、 従 来 、 捨 土 と し て 扱 わ れ て

い た 高 含 水 比 の 粘 性 土 も 主 材 と し て 扱 う 事 が 出 来 る の

で 、 利 用 を 促 進 す る 。  

固 化 処 理 の セ メ ン ト ・ 石 灰 等 で ア ル カ リ 化 す る が 改

質 プ ラ ン ト で 炭 酸 ガ ス と 接 触 さ せ 中 性 化 す る 。  

2 ) 土 壌 汚 染 対 応  

早 期 に 事 前 調 査 を 行 い 、 有 害 物 質 に よ る 影 響 リ ス ク

有 無 、 程 度 を 把 握 す る 。 自 然 由 来 汚 染 の 場 合 に 、 低 頻

度 の 調 査 結 果 を も と に 全 域 汚 染 あ り と し て し ま う 場 合

が あ る 。 同 じ 地 層 で も 風 化 程 度 、 硫 化 鉱 物 の み な ら ず

カ ル シ ウ ム 、 硫 酸 イ オ ン 等 含 有 成 分 の 状 況 に 応 じ て 有
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

害 物 質 の 溶 出 濃 度 が 異 な る た め 、 地 質 の 状 況 を 考 慮 し

た 頻 度 で 調 査 す る 。   

( 3 ) 残 留 リ ス ク と そ れ へ の 対 策   

1 ) 残 留 リ ス ク ： 現 場 事 情 で 必 ず し も 十 分 な 事 前 調 査 が

出 来 ず 、 工 事 開 始 前 に 想 定 し た 廃 棄 物 混 入 有 無 、 混 入

量 や 、 有 害 物 質 有 無 、 濃 度 が 実 施 時 異 な る 場 合 が あ る 。  

ま た 、 土 砂 受 け 入 れ 先 で の 検 査 で 基 準 不 適 合 と な る リ

ス ク も あ る 。 そ の 場 合 、 工 事 工 程 遅 延 の リ ス ク が あ る 。  

2 ) 対 策 ： 土 砂 ス ト ッ ク ヤ ー ド を 確 保 し 、 施 工 中 分 析 待

ち の 場 合 、 想 定 外 に 有 害 物 質 基 準 不 適 合 と な っ て し ま

っ た 場 合 、 受 入 先 で 不 適 合 が 判 明 し 、 以 降 の 土 砂 搬 出

が 一 時 停 止 と な っ た 場 合 に 、 ス ト ッ ク ヤ ー ド を 利 用 し 、

応 急 対 策 、 抜 本 対 策 を 検 討 ・ 実 施 す る 。  

( 4 ) 業 務 遂 行 に あ た っ て の 要 件  

1 )  技 術 者 と し て の 倫 理  

地 盤 掘 削 工 事 で は 、 工 期 ・ コ ス ト よ り 品 質 、 特 に 受

益 者 ( 利 用 者 ・ 市 民 ) の 安 全 を 最 優 先 す る 。 施 工 後 の 品

質 管 理 を 確 実 に 行 う 。  

2 )  社 会 の 持 続 可 能 性  

地 盤 掘 削 工 事 で は 、 騒 音 振 動 、 粉 じ ん 、 温 室 効 果 ガ

ス 排 出 量 を 低 減 し 、 建 設 廃 棄 物 の 3 R 、 特 に リ デ ュ ー

ス を 推 進 し 、 持 続 可 能 社 会 を 維 持 す る 。  

 

以 上  

 





選択科目： 地質 技術士 第二次試験 

受験番号 

問題番号 Ⅰ-2 

答案使用枚数 1 枚目 3枚中  

技術部門 応用理学部門 

専門とする事項：斜面災害地質 

模擬答案用紙

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。   24 字×25 字

( 1  ) 設 定 し た プ ロ ジ ェ ク ト :  宇 宙 科 学 ・ 探 査 に お け る

新 た な 知 と 産 業 の 創 造

そ の プ ロ ジ ェ ク ト に よ り 成 長 や 実 現 が 期 待 さ れ る 宇 宙

産 業 ： 月 面 ・ 火 星 基 地 の 建 設

プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 す る 際 の 課 題 は 以 下 の 通 り 。

① 建 設 材 料 の 確 保

基 地 建 設 に 必 要 な 建 設 材 料 （ 水 、 土 、 一 部 金 属 資 源 )

を 地 球 か ら 運 搬 す る こ と は で き な い た め 、 現 地 確 保 す

る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 建 設 材 料 の 確 保 が 課 題 で あ る 。

② 基 地 計 画 地 周 辺 の 地 形 ・ 地 質 モ デ リ ン グ

ボ ー リ ン グ 調 査 な ど や 通 常 の 測 量 を 実 施 で き な い た め 、

周 辺 の 地 形 や 地 質 状 況 を ど の よ う に モ デ リ ン グ す る の

か が 課 題 で あ る 。

③ 施 工 機 械 の 運 搬 と I C T 施 工 可 能 な 通 信 体 制 の 構 築

施 工 機 械 は 現 地 で 作 成 で き な い た め 、 地 球 上 か ら の 施

工 機 械 の 運 搬 方 法 が 課 題 と な る 。 ま た 、 基 地 建 設 に あ

た っ て は 、 地 球 上 か ら の I C T 施 工 が 想 定 さ れ る こ と か

ら 、 衛 星 間 ・ 惑 星 間 の 超 高 速 度 ・ 大 容 量 デ ー タ 通 信

が 可 能 な 通 信 体 制 の 構 築 が 課 題 と な る 。

( 2 )  最 も 重 要 と 考 え る 課 題 ： ① 建 設 材 料 の 確 保

解 決 策 は 以 下 の と お り で あ る 。

① リ モ ー ト セ ン シ ン グ に よ る 資 源 量 の 推 定 と マ ッ ピ ン

グ ： 既 往 研 究 か ら 、 氷 の 状 態 で の 水 の 存 在 が 推 察 さ れ

て い る 。 そ れ ら の 成 果 と 、 地 球 上 の 資 源 探 査 技 術 を 応

用 し 、 空 中 写 真 か ら リ モ ー ト セ ン シ ン グ に よ る 資 源 の



選択科目： 地質 技術士 第二次試験 

受験番号 

問題番号 Ⅰ-2 

答案使用枚数 2枚目 3枚中  

技術部門 応用理学部門 

専門とする事項：斜面災害地質 

模擬答案用紙

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。   24 字×25 字

分 布 や 資 源 量 の 推 定 と マ ッ ピ ン グ を 行 う 。 こ れ に よ り 、

基 地 計 画 箇 所 を 選 定 す る 。

② 衛 星 で の 試 料 採 取 技 術 を 応 用 し た 試 料 採 取 と 地 球 上

で の 再 現 と 室 内 試 験 ： ① で 推 定 し た 資 源 分 布 域 に 、 衛

星 で の 試 料 採 取 実 績 の あ る 技 術 を 応 用 し た 試 料 採 取 を

行 う 。 試 料 の 室 内 分 析 に よ り 、 現 地 条 件 で の 使 用 の 可

否 や 想 定 分 布 量 と の 対 比 を 行 い 、 計 画 地 の 再 選 定 を 行

う 。 ま た 、 地 球 上 で 試 料 を 再 現 す る 。

③ 在 り 材 で 作 成 可 能 な 新 た な 建 設 材 料 の 開 発

既 往 の 技 術 で は 、 気 温 や 大 気 圧 、 重 力 が 異 な る 環 境 で

使 用 可 能 な 建 設 材 料 を 用 意 で き な い 可 能 性 が 高 い 。 現

地 で 調 達 可 能 な 材 料 を 用 い た 建 設 材 料 を 開 発 す る 必 要

が あ る 。 ② で 地 球 上 で 再 現 し た 試 料 を 用 い て 様 々 な 室

内 試 験 を 実 施 し 、 月 面 ・ 火 星 上 の 環 境 に 耐 え う る 新 た

な 建 設 材 料 を 開 発 す る 。

( 3 )  す べ て の 解 決 策 を 実 行 し た と し て も 新 た に 生 じ う

る リ ス ク ： 宇 宙 放 射 線 や 太 陽 風 へ の 長 期 暴 露 に よ る 強

度 低 下

地 上 で 作 成 し た 試 料 を 用 い た 室 内 実 験 に よ る 評 価 で は 、

基 地 計 画 箇 所 に お け る 宇 宙 放 射 線 や 太 陽 風 へ の 長 期 暴

露 に 対 す る 強 度 低 下 を 評 価 で き な い 。 こ れ に 対 し て は 、

地 球 上 で 作 成 し た 試 料 を 基 地 計 画 箇 所 で 実 際 に 暴 露 さ

せ 、 後 続 調 査 計 画 時 に 回 収 し 、 実 際 の 強 度 低 下 量 を 推

定 す る 。 こ れ を 繰 り 返 す こ と で 、 長 期 暴 露 に 対 す る 影

響 を 考 慮 し た 新 た な 建 設 材 料 を 開 発 す る 。



選択科目： 地質 技術士 第二次試験 

受験番号 

問題番号 Ⅰ-2 

答案使用枚数 3枚目 3枚中  

技術部門 応用理学部門 

専門とする事項：斜面災害地質 

模擬答案用紙

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。   24 字×25 字

( 4 )  業 務 遂 行 に お い て 必 要 な 要 件 を 以 下 に 示 す 。

宇 宙 開 発 初 期 段 階 に お い て は 、 多 額 の 事 業 費 に 対 す る

十 分 な 理 解 が 得 ら れ な い 可 能 性 が 高 い 。 宇 宙 開 発 事 業

の 進 行 で 得 ら え る 、 国 防 上 重 要 な 技 術 へ の 応 用 や 新 技

術 の 開 発 な ど 、 技 術 の 水 平 展 開 が 可 能 と な る こ と 、 こ

の 分 野 に お け る 国 際 的 な イ ニ シ ア チ ブ を 取 る こ と で 、

将 来 の 我 が 国 の 立 ち 位 置 を 確 立 で き る こ と 、 な ど を 十

分 に 説 明 し 、 公 益 の 確 保 を 最 優 先 と す る 。

社 会 持 続 性 の 観 点 か ら は 、 こ れ ら の 事 業 で は 多 額 の 予

算 と 燃 料 、 地 球 上 の 資 材 を 消 費 せ ざ る を 得 な い こ と か

ら 、 軌 道 エ レ ベ ー タ ー な ど 、 新 技 術 に よ り 安 価 で 実 行

可 能 な 計 画 と す る 。 ま た 、 数 世 代 先 の 維 持 管 理 や 運 用

を 見 込 し 、 地 球 上 で も 月 面 ・ 火 星 上 に お い て も 、 環 境

に 配 慮 し た 持 続 可 能 で ク リ ー ン な 開 発 に 努 め る 。

以 上

も う 少 し 書 き ま し た 、 、 、



選択科目           地質 

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門           応用理学     部門  

専門とする事項          斜面災害地質 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ － ２    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

( 1 )  リ モ ー ト セ ン シ ン グ の 有 用 性 と 課 題  

リ モ ー ト セ ン シ ン グ は 構 造 物 の 維 持 管 理 や 災 害 時 の

迅 速 な 情 報 収 集 に お い て 有 用 な 技 術 で あ る 。 し か し 、

そ の 活 用 を さ ら に 拡 大 す る た め に は い く つ か の 課 題 を

解 決 す る 必 要 が あ る 。  

課 題 1 :  取 得 デ ー タ の 精 度 ・ 解 像 度 の 向 上  

リ モ ー ト セ ン シ ン グ は 航 空 機 観 測 に 比 べ て 高 度 が 高

い た め 、 解 像 度 が 劣 る と い う 課 題 が あ る 。 ま た 、 大 気

中 の 水 蒸 気 な ど の 影 響 を 受 け る こ と に よ り 、 観 測 デ ー

タ の 質 が 低 下 す る 場 合 が あ る 。 こ れ ら の 問 題 は 、 観 測

デ ー タ の 信 頼 性 を 高 め る た め に 克 服 す る 必 要 が あ る 。  

課 題 2 :  デ ー タ 取 得 範 囲 と 頻 度 の 改 善  

リ モ ー ト セ ン シ ン グ の デ ー タ 取 得 範 囲 は 衛 星 の 軌 道

に 制 約 さ れ る 。 ま た 、 災 害 発 生 時 の 衛 星 の 位 置 に よ っ

て は 、 必 要 と す る デ ー タ が 取 得 で き な い 場 合 が あ る 。

た と え ば 、 令 和 6 年 の 能 登 半 島 地 震 で は 、 一 度 に 能 登

半 島 全 体 を 観 測 す る こ と が で き ず 、 デ ー タ 取 得 の 即 時

性 に 課 題 が 生 じ た 。  

課 題 3 :  デ ー タ 取 得 コ ス ト の 低 下  

低 コ ス ト で の デ ー タ 提 供 が 望 ま れ る が 、 衛 星 の 開 発

や 運 用 に は 多 大 な 費 用 が か か る 。 経 済 的 な 負 担 を 軽 減

す る 方 策 が 必 要 で あ る 。  

( 2 )  最 も 重 要 な 課 題 と そ の 解 決 策  

こ れ ら の 課 題 の 中 で 、 「 取 得 デ ー タ の 精 度 ・ 解 像 度

の 向 上 」 は 、 リ モ ー ト セ ン シ ン グ の 活 用 の 幅 を 広 げ る



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

た め に 特 に 重 要 な 課 題 で あ る 。 こ の 課 題 を 解 決 す る た

め に は 、 以 下 の よ う な 具 体 的 な 解 決 策 を 講 じ る 必 要 が

あ る 。  

解 決 策 1 :  デ ー タ の 蓄 積 と 分 析  

観 測 デ ー タ を 継 続 的 に 蓄 積 し 、 ど の よ う な 条 件 で 質

の 高 い デ ー タ が 取 得 で き る か を 解 析 す る こ と で 、 デ ー

タ の 正 確 な 評 価 が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 得 ら れ た 評 価

結 果 を 新 し い 観 測 機 器 の 設 計 に 反 映 さ せ る こ と で 、 計

測 精 度 の 向 上 が 期 待 さ れ る 。  

解 決 策 2 :  デ ー タ 解 析 技 術 の 向 上  

大 気 中 の 条 件 変 化 に よ っ て 生 じ る 観 測 結 果 の ノ イ ズ

を 解 析 し 、 そ れ を 低 減 す る 技 術 を 開 発 す る 必 要 が あ る 。

た と え ば 、 S A R デ ー タ に は 「 ス タ ッ キ ン グ 解 析 」 と い

う ノ イ ズ 低 減 手 法 が あ り 、 こ れ を 活 用 す る こ と で 観 測

精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。  

解 決 策 3 :  他 の デ ー タ と の 連 携  

衛 星 デ ー タ だ け で な く 、 地 上 観 測 や 航 空 機 観 測 か ら

得 ら れ る デ ー タ を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 デ ー タ の ノ イ

ズ や 誤 差 を 低 減 す る 。 こ の よ う に 複 数 の デ ー タ を 連 携

さ せ た 解 析 を 行 う こ と で 、 観 測 結 果 の 精 度 を 大 幅 に 向

上 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。  

( 3 )  す べ て の 解 決 策 を 実 行 し た 上 で 発 生 す る 新 た な 課

題 は 下 記 の 通 り 。  

課 題 :  衛 星 デ ー タ を 扱 う 技 術 者 の 不 足  

観 測 技 術 や 解 析 技 術 を 十 分 に 活 用 す る た め の 専 門 的
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

な ス キ ル を 持 つ 技 術 者 が 不 足 し て い る こ と が 課 題 で あ

る 。 こ の 課 題 へ の 対 応 策 と し て 、 以 下 の 取 り 組 み が 挙

げ ら れ る 。  

１ ． 学 会 や セ ミ ナ ー を 通 じ た 情 報 共 有 や 人 材 育 成 の 場

を 設 け る 。 こ れ に よ り 、 若 手 技 術 者 や 他 分 野 の 専 門 家

が 解 析 技 術 を 学 ぶ 機 会 を 提 供 す る 。  

２ ． 他 分 野 の 専 門 家 で も 容 易 に 扱 え る 解 析 ソ フ ト や 可

視 化 ソ フ ト を 開 発 し 、 幅 広 い 活 用 を 促 進 す る 。 こ れ に

よ り 、 解 析 の 専 門 知 識 が な く と も 衛 星 デ ー タ を 利 用 で

き る 環 境 を 整 備 す る 。  

( 4 )  業 務 遂 行 に お け る 倫 理 と 持 続 可 能 性  

リ モ ー ト セ ン シ ン グ を 活 用 し た 業 務 を 遂 行 す る に あ た

っ て 、 技 術 者 と し て 守 る べ き 倫 理 お よ び 持 続 可 能 性 の

観 点 か ら 、 以 下 の 要 件 が 求 め ら れ る 。  

倫 理 的 要 件 ： 技 術 の 正 し い 理 解 と 説 明 が 必 要 で あ る 。

特 に 、 カ タ ロ グ ス ペ ッ ク と 実 際 の 運 用 で の 性 能 が 異 な

る 場 合 に は 、 そ れ を 正 確 に 認 識 し た 上 で 業 務 を 遂 行 す

る 。 ま た 、 他 分 野 の 技 術 者 や 関 係 者 と 連 携 し 、 適 切 な

形 で 情 報 を 共 有 し な が ら 進 め る こ と が 重 要 で あ る 。  

持 続 可 能 性 の 観 点 ： 衛 星 デ ー タ の 活 用 を 促 進 す る た め

に は 、 従 来 の 方 法 と 比 較 し て 明 確 な メ リ ッ ト を 提 示 で

き る プ ロ ジ ェ ク ト 設 計 が 求 め ら れ る 。 特 に 、 プ ロ ジ ェ

ク ト 全 体 の コ ス ト が 過 大 に な ら な い よ う に 配 慮 し 、 長

期 的 に 持 続 可 能 な 形 で リ モ ー ト セ ン シ ン グ 技 術 を 活 用

す る こ と が 必 要 で あ る 。         以  上  









選択科目    
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技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ － 2     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

（ １ ） プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 す る 際 の 課 題  

プ ロ ジ ェ ク ト 設 定 ： 月 面 や 火 星 か ら の 衛 生 シ ス テ ム 構

築 。 期 待 さ れ る 事 ： よ り 高 精 度 測 位 を 確 立 し て 、 天 候

測 定 を 高 度 化 し 、 防 災 ・ 減 災 に 役 立 て る 。  

① ソ フ ト 対 策 の 伝 達 ・ 解 析 向 上 （ 観 点 ： 技 術 ）  

 衛 生 シ ス テ ム の 精 度 向 上 に よ り 、 デ ー タ 数 の 増 加 が

想 定 さ れ 、 よ り 迅 速 か つ 正 確 な 解 析 が 重 要 と な る 。 ま

た 、 宇 宙 と の 通 信 不 良 が 生 じ な い よ う 、 回 線 の 整 備 が

必 要 と な る 。  

 技 術 の 観 点 で 、 正 確 に 防 災 情 報 を 国 民 に 周 知 す る た

め 、 ソ フ ト 対 策 の 伝 達 ・ 解 析 向 上 を 課 題 と す る 。  

② 宇 宙 プ ロ ジ ェ ク ト 予 算 確 保 （ 観 点 ： 費 用 ）  

 宇 宙 プ ロ ジ ェ ク ト は 前 例 が な く 、 投 資 に 対 し て の 成

果 が 予 測 し に く い 面 が あ る 。 そ の た め 、 各 シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン を 充 実 さ せ 、 事 前 の 費 用 体 効 果 を 可 視 化 し 、 関

係 者 の 円 滑 な 合 意 形 成 を 図 る 必 要 が あ る 。  

 費 用 の 観 点 で 、 事 業 の 停 滞 に な ら ぬ よ う 、 宇 宙 プ ロ

ジ ェ ク ト 予 算 確 保 を 課 題 と す る 。  

③ 宇 宙 産 業 の 技 術 者 確 保 （ 観 点 ： 人 材 ）  

 宇 宙 を 利 用 し て 衛 生 シ ス テ ム の 構 築 は 、 現 状 の ソ フ

ト 対 策 の 技 術 に 加 え て 、 宇 宙 に 精 通 し た 技 術 者 が 重 要

と な る 。 し か し 、 宇 宙 の 技 術 は 発 展 途 上 で あ り 、 技 術

者 も 少 数 と な る た め 、 確 保 し て い く 必 要 が あ る 。  

 人 材 の 観 点 で 、 宇 宙 産 業 の 発 展 ・ 継 続 し て い く た め 、

技 術 者 の 確 保 を 課 題 と す る 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

（ ２ ） 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

 近 年 の 災 害 の 頻 発 化 を 踏 ま え て 、 ソ フ ト 対 策 の 充 実

が 国 土 強 靭 化 に 最 も 貢 献 す る と 考 え 、 ① ソ フ ト 対 策 の

伝 達 ・ 解 析 向 上 と し 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

解 決 策 ① Ａ Ｉ の 活 用  

 衛 生 シ ス テ ム の 計 測 数 増 加 に 伴 い 、 解 析 精 度 ・ 速 度

を 向 上 さ せ る 必 要 が あ る 。 Ａ Ｉ に よ り 、 過 去 の 災 害 状

況 や 雨 量 、 衛 生 の 計 測 結 果 等 を デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ さ

せ 、 ビ ッ ク デ ー タ 解 析 す る 。 そ れ に よ り 、 災 害 時 の 出

力 結 果 の 精 度 ・ 速 度 が 向 上 し 、 迅 速 か つ 正 確 な 避 難 指

示 を 国 民 に 周 知 で き 、 防 災 力 の 向 上 が 期 待 で き る 。  

解 決 策 ② 通 知 機 能 強 化  

 衛 生 シ ス テ ム を 利 用 し た 出 力 結 果 を 国 民 に 確 実 に 周

知 す る 必 要 が あ る 。 ス マ ー ト フ ォ ン に 通 知 の 来 る

P U S H 型 の み な ら ず 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る P U L L 型 等

様 々 な 通 知 形 態 を と る 。  

ま た 、 高 齢 者 は 状 況 に よ り 、 回 覧 や 訪 問 等 も 併 用 し

て 、 全 国 民 へ 迅 速 に 通 知 す る 事 で 、 被 災 を 抑 制 す る 。  

解 決 策 ③ 通 信 設 備 の 冗 長 性 確 保  

 従 来 の 回 線 に 加 え て 、 宇 宙 と の 通 信 も 追 加 す る た め 、

回 線 の 複 雑 化 が 想 定 さ れ る 。 有 線 ・ 無 線 の 併 用 を 行 い 、

一 方 の 不 良 時 の 代 替 を 容 易 に す る 。  

 ま た 、 無 線 に お い て は 5 Ḡ の み な ら ず 、 そ の 規 格 を

超 え る 無 線 を 採 用 し 、 冗 長 性 の み な ら ず 、 容 量 増 大 も

図 り 、 ビ ッ ク デ ー タ に も 対 応 し て い く 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

（ ３ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 応  

① リ ス ク ： 正 常 性 バ イ ア ス に よ る 逃 げ 遅 れ  

 衛 生 シ ス テ ム を 利 用 し た 防 災 情 報 は 迅 速 性 ・ 正 確 性

を 増 す 一 方 、 国 民 に よ り 、 正 確 性 ＝ 安 全 性 と 誤 っ た 認

識 を し 、 逃 げ 遅 れ る 可 能 性 が あ る 。  

② 対 策 ： マ イ タ イ ム ラ イ ン の 作 成  

 国 民 自 ら が 、 周 囲 の 被 災 リ ス ク 箇 所 や 避 難 経 路 を 自

発 的 に 作 成 す る 、 マ イ タ イ ム ラ イ ン を 活 用 す る 。 そ れ

に よ り 、 自 ら の 危 機 管 理 意 識 を 高 め る 事 が で き 、 正 常

性 バ イ ア ス を 生 じ に く く さ せ る だ け で な く 、 更 な る 防

災 力 向 上 に つ な が る 。  

（ ４ ） 技 術 者 倫 理 と 社 会 の 持 続 性  

① 技 術 者 倫 理  

 宇 宙 産 業 を 今 後 活 用 す る 事 は 、 国 民 経 済 の 発 展 に お

い て 必 要 不 可 欠 と な る が 、 推 進 に 当 た っ て は 、 国 民 の

生 命 と 財 産 を 守 る 事 を 第 一 に 行 動 す る 。 こ れ ら を 守 る

た め 、 シ ス テ ム の 可 視 化 等 を 行 い 、 不 正 を 防 止 す る 等

の 工 夫 を し て い く 。  

② 社 会 の 持 続 性  

 地 球 の 環 境 保 全 と 共 に 、 宇 宙 の 保 全 も 両 立 す る よ う

に 行 動 す る 。 宇 宙 産 業 は 未 知 な 部 分 が 多 く 、 地 球 の 保

全 に 対 し て 、 宇 宙 が ト レ ー ド オ フ な 局 面 生 じ る 場 合 が

あ る 。 こ の 場 合 、 両 方 の 環 境 保 全 を 念 頭 に お く 、 中 庸

案 等 で 対 応 し て い く 。  



選択科目    
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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
 

※ 

1 . 多 面 的 な 3 つ の 課 題 と 観 点  

 国 土 強 靭 化 へ の 対 応 と し て 、 斜 面 災 害 へ の リ モ ー ト

セ ン シ ン グ と 次 世 代 通 信 サ ー ビ ス に よ る 高 精 度 の 観 測

網 に つ い て 述 べ る 。  

( 1 )  技 術 面 で い か に 精 度 を 向 上 さ せ る か  

 斜 面 を 構 成 す る 地 質 は 人 工 物 と 異 な り 、 不 均 一 か つ

複 雑 で 、 画 一 的 な 対 応 が 困 難 で あ る 。 こ の た め 、 リ モ

ー ト セ ン シ ン グ や 次 世 代 通 信 網 を 活 用 す る こ と で 調 査

精 度 を 向 上 さ せ 、 適 切 な 対 策 を 行 う こ と が 課 題 で あ る 。  

( 2 ) コ ス ト 面 で い か に 効 率 的 な メ ン テ ナ ン ス を 行 う か  

 建 設 後 5 0 年 を 超 え る イ ン フ ラ が 増 加 し て い く 中 で 、

施 設 の 更 新 や 建 設 を 行 う こ と が 限 ら れ た 財 政 の 中 で 困

難 に な っ て き て い る 。 こ の た め 、 リ モ ー ト セ ン シ ン グ

に よ り 広 範 囲 の 斜 面 に 対 す る 劣 化 予 測 を 効 率 的 に 行 う

こ と で メ ン テ ナ ン ス を 省 力 化 す る こ と が 課 題 で あ る 。  

( 3 )  人 材 面 で い か に 担 い 手 を 確 保 す る か  

 メ ン テ ナ ン ス を 行 う 建 設 業 界 の 労 働 者 は 少 子 高 齢 化

に よ る 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 に よ り 、 担 い 手 が 不 足 し て

い る 。 加 え て 、 ベ テ ラ ン 技 術 者 の 大 量 退 職 に よ り 、 従

来 の 労 働 集 約 型 ・ 現 場 生 産 方 式 の 体 制 維 持 が 困 難 と な

っ て い る 。 こ の た め 、 次 世 代 通 信 網 を 活 用 し た 観 測 技

術 や A I に よ る 自 動 解 析 等 の 新 技 術 を 用 い た 省 力 化 ・

効 率 化 が 課 題 で あ る 。  

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

 上 記 課 題 の う ち 、 持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 を 目 指 す う
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○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

え で 「 （ １ ） 技 術 面 で い か に 精 度 を 向 上 さ せ る か 」 が

最 重 量 と 考 え る の で 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

（ １ ） リ モ ー ト セ ン シ ン グ に よ る 初 動 対 応  

 受 発 注 者 は 災 害 発 生 直 後 の 初 動 時 に 衛 星 デ ー タ や 地

形 デ ー タ を 活 用 す る 。 具 体 的 に は 発 生 個 所 の 被 災 前 の

デ ー タ を 参 照 し 、 被 災 後 の デ ー タ と 差 分 解 析 を 行 う 。

こ れ に よ り 、 被 災 箇 所 の 絞 り 込 み を 行 う こ と が で き 初

動 に お け る 効 率 的 な 調 査 が 可 能 と な る 。  

（ ２ ） セ ン サ を 用 い た 観 測 網 の 構 築   

 受 注 者 は 最 新 技 術 の 利 活 用 や 開 発 を 通 じ 、 メ ン テ ナ

ン ス を 効 率 化 す る 。 具 体 的 に は 安 価 な セ ン サ 類 を 対 象

施 設 に 面 的 に 配 置 し て 次 世 代 観 測 網 を 通 じ て リ ア ル タ

イ ム 観 測 を 行 う 。 そ れ を A I で 自 動 解 析 を 行 い 、 受 注

者 や 自 治 体 職 員 が 利 用 す る こ と で 、 現 地 に 行 か ず に 現

地 の 状 況 を 把 握 で き 、 維 持 管 理 作 業 の 省 力 化 ・ 効 率 化

を 図 る こ と が 出 来 る 。  

（ ３ ） A I を 用 い た 危 険 個 所 の 抽 出  

 受 注 者 は リ モ ー ト セ ン シ ン グ 技 術 に よ り 得 ら れ た デ

ー タ を 解 析 す る こ と で 危 険 個 所 の 抽 出 を 行 う 。 具 体 的

に は 、 地 形 や 植 生 等 の 分 布 を 衛 星 デ ー タ か ら 取 得 し 、

A I で 自 動 解 析 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 リ ス ク の あ る 斜

面 を 抽 出 す る こ と で 事 前 に 崩 壊 リ ス ク へ の 評 価 や 対 策

を 行 う こ と が 可 能 と な る 。  

３ ． 全 て の 解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ る リ ス ク と 解 決 策  

（ 1 ） 新 規 被 災 箇 所 の 発 生  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

 危 険 個 所 の 抽 出 に よ り 、 ハ ー ド ・ ソ フ ト 対 策 が 進 む

と 、 ハ ザ ー ド の 発 生 す る 箇 所 が 変 化 す る 。 こ れ に よ り 、

従 来 の ハ ー ド 対 策 や ソ フ ト 対 策 が 十 分 に 機 能 し な く な

る リ ス ク が あ る 。 対 策 と し て は 、 自 治 体 や 地 元 住 民 と

協 働 し た 協 議 会 を 定 期 的 に 開 催 し 、 整 備 し て 終 わ り で

は な く 、 定 期 的 な 見 直 し を 踏 ま え た 持 続 可 能 な 体 制 づ

く り が 必 要 で あ る 。  

（ ２ ） 技 術 力 の 低 下  

 A I ・ I C T 機 器 は 便 利 な 反 面 、 解 析 が 自 動 化 さ れ る こ

と に よ る 技 術 の ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 が 発 生 す る 。 こ れ

に よ り 、 解 析 過 程 を 理 解 し な い ま ま 結 果 を 利 用 す る こ

と で 技 術 力 の 低 下 が リ ス ク と な る 。 解 決 策 と し て は

O J T 、 O F F - J T に よ る 熟 練 者 か ら の 技 術 の 継 承 や 習 得 が

必 要 で あ る 。  

４ ． 業 務 遂 行 時 に 必 要 と な る 要 点 ・ 留 意 点  

（ １ ） 技 術 者 倫 理  

 常 に 公 共 の 利 益 を 最 優 先 と し て 、 公 正 ・ 中 立 な 立 場

に 留 意 し 、 コ ス ト ・ 工 期 ・ 品 質 の ベ ス ト バ ラ ン ス で 提

案 を 行 う こ と が 必 要 で あ る 。  

（ ２ ） 社 会 の 持 続 可 能 性  

 持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 の 上 で 、 環 境 保 全 や 生 物 多 様

性 に 留 意 す る こ と 。 観 測 網 を 構 築 し て 終 わ り で は な く 、

持 続 可 能 な 体 制 を 作 っ て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

以 上   
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技術部門    応用理学           部門  

専門とする事項  土木地質 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －     ２ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

（ １ ） 激 甚 化 す る 災 害 を 事 前 予 測 す る シ ス テ ム の 開 発

と そ れ へ の 課 題  

国 土 強 靭 化 ・ 地 球 規 模 課 題 へ の 対 応 と イ ノ ベ ー シ ョ ン

の 実 現 と し て 、 昨 今 激 甚 化 す る 災 害 を 事 前 予 測 で き る

衛 星 観 測 シ ス テ ム と Ａ Ｉ を 融 合 さ せ る こ と に よ り 、 防

災 に 役 立 て る こ と を 目 的 と し た プ ロ ジ ェ ク ト を 設 定 し

た 。 下 記 、 課 題 を 述 べ る 。  

①  人 材 の 確 保  

な り 手 不 足 が 続 く 現 状 に お い て 、 Ａ Ｉ な ど の 情 報 工

学 や 宇 宙 工 学 を 専 攻 と す る 学 生 が 不 足 す る 現 状 に あ る 。

そ こ で 、 分 野 間 を 連 携 さ せ た 人 材 育 成 を 行 い 、 プ ロ ジ

ェ ク ト を 進 め る た め の 人 材 を 確 保 す る 必 要 が あ る 。  

②  Ａ Ｉ を 活 用 し た 事 前 予 測 シ ス テ ム の 確 立  

過 去 の 豪 雨 災 害 や 線 状 降 水 帯 発 生 時 の 膨 大 な デ ー タ を

集 め て 、 ど の よ う な 状 況 の 時 に 災 害 が 発 生 し や す い か

を 機 械 学 習 さ せ た う え で 、 気 象 衛 星 に よ り 観 測 さ れ る

雨 雲 や 気 圧 の 情 報 を 基 に 事 前 に 災 害 を 予 測 で き る よ う

な 、 Ａ Ｉ を 活 用 し た シ ス テ ム を 構 築 す る 必 要 が あ る 。  

③  資 金 調 達  

宇 宙 産 業 の 活 用 で は 、 ロ ケ ッ ト の 打 ち 上 げ な ど の 費 用

が 膨 大 に か か る 。 そ の た め 、 国 を 巻 き 込 ん だ 資 金 調 達

を 立 て る こ と に よ り 、 資 金 確 保 の 見 通 し を 得 る こ と が

重 要 で あ る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 上 記 の う ち 、 「 Ａ Ｉ を 活 用 し た 事 前 予 測 シ ス テ ム の



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

確 立 」 を 重 要 課 題 と し て 選 ん だ 。 こ の 課 題 の 解 決 策 を

下 記 に 記 載 す る 。  

①  大 規 模 計 算 機 の 活 用  

 過 去 の 災 害 事 例 な ど ビ ッ グ デ ー タ を 扱 う に あ た っ て

は 、 大 量 の 情 報 処 理 が 必 要 と な る こ と か ら 、 大 学 や 研

究 機 関 と 連 携 し て 、 彼 ら が 保 有 す る 大 規 模 計 算 機 を 活

用 す る こ と で 、 大 量 の 情 報 処 理 を 可 能 に す る 。  

②  国 を 巻 き 込 ん だ シ ス テ ム 開 発  

 激 甚 化 す る 災 害 対 策 は 国 と し て も 対 策 す べ き 重 要 事

項 で あ る こ と か ら 、 シ ス テ ム 開 発 の た め の 資 金 調 達 や 、

斜 面 防 災 、 地 盤 工 学 、 情 報 工 学 、 宇 宙 工 学 と い っ た

様 々 な 専 門 家 を 集 め た 会 議 体 を 定 期 的 に 開 催 す る と と

も に 、 国 民 の 意 見 も 集 め な が ら 信 頼 性 の 高 い シ ス テ ム

を 構 築 し て い く 。  

③  海 外 機 関 と の 連 携 に よ る 効 率 化  

Ａ Ｉ な ど 情 報 処 理 技 術 は 海 外 の ほ う が 開 発 が 進 ん で

い る こ と も あ る 。 そ こ で 、 海 外 機 関 と も 連 携 し て シ ス

テ ム 開 発 を 進 め る 。 特 に 災 害 の 激 甚 化 は 日 本 特 有 の 課

題 で あ る こ と か ら 、 日 本 が リ ー ド し て シ ス テ ム 開 発 す

る と と も に 、 海 外 も 使 い た い と 思 え る シ ス テ ム を つ く

る こ と で 、 国 際 的 競 争 力 の あ る シ ス テ ム を 構 築 す る 。  

（ ３ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策  

① 情 報 や 技 術 の 流 出  

 シ ス テ ム 開 発 に あ た っ て 国 内 外 の 機 関 と の 連 携 の 際

は 、 情 報 や ノ ウ ハ ウ の 流 出 の リ ス ク が あ る 。 そ こ で 、



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

契 約 時 に 秘 密 保 持 に 関 す る 条 項 を 契 約 書 に 入 れ る こ と

に よ り 情 報 流 出 を 防 ぐ 。 特 に 海 外 機 関 と の 連 携 の 場 合

は 、 信 頼 に 足 る 機 関 で あ る か を 見 極 め る と と も に 、 輸

出 管 理 の 際 に 必 要 に 応 じ て 経 済 産 業 省 に も 確 認 を 進 め

る こ と も 重 要 で あ る 。  

② 情 報 セ キ ュ リ テ ィ の 確 保  

 シ ス テ ム へ の ハ ッ キ ン グ に よ り 過 去 の 災 害 事 例 な ど

の 情 報 が 流 出 し た り 、 コ ン ピ ュ ー タ ー ウ ィ ル ス に よ る

シ ス テ ム 攻 撃 の リ ス ク も あ る こ と か ら 、 イ ン タ ー ネ ッ

ト セ キ ュ リ テ ィ を 確 保 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

（ ４ ） 技 術 者 と し て の 倫 理 や 社 会 持 続 性 の 観 点  

 シ ス テ ム の 前 提 と し て 、 国 民 を 災 害 か ら 守 り 安 全 な

暮 ら し に つ な げ て い く こ と が 前 提 に な い と い け な い 。

こ の よ う に 公 共 の 安 全 を 確 保 し て 住 民 に と っ て 利 点 の

あ る シ ス テ ム と す る こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 社 会 持

続 性 の 観 点 か ら は 、 こ の シ ス テ ム は 地 域 防 災 計 画 の 信

頼 性 向 上 に す す る も の で あ る こ と か ら 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の

「 住 み つ づ け ら れ る ま ち づ く り を 」 に 資 す る も の と な

る 。 こ の よ う に 、 気 象 衛 星 に よ る 観 測 技 術 と Ａ Ｉ を 統

合 し た シ ス テ ム 開 発 に よ り 、 日 本 特 有 の 激 甚 化 す る 災

害 の 予 測 と そ の 対 策 ツ ー ル す る こ と は 、 宇 宙 産 業 の 活

性 化 に も つ な が り 、 こ れ に よ り 自 立 し た 宇 宙 大 国 に 成

長 し て い く こ と も で き る と 考 え る 。  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 文 
（選択科目） 

～17-1 物理及び化学～ 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 文 
（選択科目） 

～17-2 地球物理及び地球化学～ 









 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～17-3 地質～ 







選択科目    

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－1    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

安 定 性 評 価 の た め 調 査 手 法  

① ボ ー リ ン グ 調 査  

特 徴 ： 斜 面 の 安 定 性 の 評 価 の た め 、 円 弧 す べ り 等 の 検

討 を 行 う 。 こ の た め に 、 各 物 性 値 の 所 得 の た め 、 ボ ー

リ ン グ 調 査 を 実 施 す る 。  

 ま た 、 コ ア か ら 岩 盤 面 の 不 連 続 面 の 分 布 評 価 を 行 う 。  

留 意 点 ： 箇 所 に よ り 斜 め ボ ー リ ン グ を 行 う 恐 れ が あ る

た め 、 打 設 角 度 に 留 意 し て 、 対 象 範 囲 の 相 違 が 生 じ ぬ

よ う に す る 。  

 ま た 、 不 連 続 面 は コ ア の デ ィ ス キ ン グ が 生 じ や す い

た め 、 削 孔 速 度 に 留 意 す る と 共 に 、 状 況 に よ り 高 品 質

ボ ー リ ン グ の 検 討 を 行 う 。  

② 地 中 レ ー ダ ー 法  

 特 徴 ： マ イ ク ロ 波 等 波 形 を 発 生 さ せ 、 空 洞 の 有 無 の

確 認 や 安 定 性 の 評 価 を 行 う 。  

 留 意 点 ： 波 形 の 跳 ね 返 り に 誤 差 が 生 じ 、 空 洞 の 有 無

の 誤 認 が 生 じ や す い 。 事 前 に 誘 電 率 の キ ャ リ ブ レ ー シ

ョ ン や 試 験 施 工 等 を 行 い 、 正 し い 波 形 が 発 生 で き る よ

う 留 意 す る 。  



選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

1 . 示 唆 す る 現 象 と そ の 原 因  

（ 1 ） 示 唆 す る 現 象 ： 地 す べ り  

（ ２ ） 原 因  

 当 初 想 定 し て い た 地 す べ り 面 よ り も 大 規 模 な す べ り

が あ っ た こ と で 、 設 計 ア ン カ ー 力 を 超 過 す る 地 す べ り

力 が 発 生 し た 。 こ れ に よ り 、 ア ン カ ー の 破 断 に よ る 頭

部 お よ び テ ン ド ン の 飛 び 出 し が 発 生 し た と 推 察 さ れ る 。  

2 . 原 因 究 明 と 対 応  

 調 査 ・ 検 討 事 項 と し て ( 1 ) 文 献 調 査 、 ( 2 ) 現 地 調 査 、

( 3 ) ボ ー リ ン グ 調 査 を 実 施 す る 。  

( 1 ) 文 献 調 査  

 ア ン カ ー 施 工 時 お よ び 調 査 ・ 設 計 資 料 、 点 検 結 果 を

参 照 し 、 対 象 と す る す べ り 面 深 度 や 設 計 ア ン カ ー 力 、

変 状 の 進 行 の 有 無 等 を 確 認 す る 。 ま た 、 地 形 判 読 を 行

い 、 背 面 に 大 規 模 な 地 す べ り 地 形 の 有 無 を 確 認 す る 。  

( 2 ) 現 地 調 査  

 切 土 の り 面 周 辺 を 踏 査 し 、 後 背 地 に お け る ク ラ ッ ク

や 湧 水 、 弱 層 と な る 変 質 帯 ・ 断 層 の 有 無 を 確 認 す る 。  

( 3 ) ボ ー リ ン グ 調 査  

 当 初 の 調 査 ・ 設 計 時 に 想 定 さ れ て い る す べ り 面 よ り

深 部 ま で ボ ー リ ン グ 調 査 を 実 施 し 、 大 規 模 な す べ り の

有 無 を 確 認 す る 。 留 意 点 と し て 高 品 質 コ ア で 採 取 を 行

う こ と で す べ り 面 や 弱 層 な る 箇 所 を 把 握 す る 。 ま た 、

掘 削 孔 は パ イ プ 歪 計 な ど の 観 測 孔 と し て 流 用 す る こ と

で 動 態 観 測 を 行 う 。              以 上  

Ⅱ－１－３



選択科目： 地質 技術士 第二次試験 

受験番号 

問題番号 Ⅱ-1-4 

答案使用枚数 1枚目 1枚中

技術部門 応用理学部門 

専門とする事項：斜面災害地質 

模擬答案用紙

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。   24 字×25 字

( 1 )  観 測 対 象 と す る 帯 水 層 を 認 定 す る 上 で 把 握 す べ き

内 容 は 以 下 の 通 り で あ る 。

① 帯 水 層 の 連 続 性

帯 水 層 の 連 続 性 を 複 数 の 調 査 ボ ー リ ン グ の 土 質 に よ り

評 価 す る 必 要 が あ る 。 対 象 と す る 帯 水 層 の 土 質 と 一 致

す る か 、 砂 礫 層 と 難 透 水 層 と な る 粘 性 土 層 の 枚 数 な ど

か ら 、 帯 水 層 の 連 続 性 を 評 価 す る 。

② 帯 水 層 の 被 圧 の 有 無 、 流 動 性 、 透 水 性

試 錐 日 報 解 析 に よ り 被 圧 の 有 無 を 評 価 す る 。 ま た 、 地

下 水 検 層 に よ り 、 帯 水 層 の 流 動 性 を 評 価 す る 。 加 え て 、

単 孔 を 利 用 し た 現 場 透 水 試 験 に よ り 、 透 水 性 を 評 価 す

る 。

( 2 )  地 下 水 を 対 象 と し た 観 測 井 を 設 置 す る 際 の 留 意 点

を 以 下 に 示 す 。

① ス ト レ ー ナ の 切 り 方 と 有 孔 率 と フ ィ ル タ ー の 目

対 象 と す る 帯 水 層 の 深 度 に 合 わ せ て ス ト レ ー ナ ー 区 間

を 設 け る 必 要 が あ る 。 ま た 、 濁 度 観 測 を 併 用 す る 観 測

井 な ど 、 観 測 目 的 に 応 じ て 有 効 率 や フ ィ ル タ ー の 目 の

粗 さ を 検 討 す る 必 要 が あ る 。

② 表 流 水 が 浸 透 し な い 構 造

観 測 井 の 孔 口 の 管 や 周 辺 地 盤 を 通 じ て 表 流 水 が 観 測 井

内 に 浸 透 す る 可 能 性 が あ る 。 そ の た め 、 管 の 周 囲 に コ

ン ク リ ー ト を 打 設 す る な ど し て 、 表 流 水 の 浸 透 防 止 を

図 る 必 要 が あ る 。

以 上



選択科目   地質 

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門  応用理学部門 

専門とする事項  土木地質 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－４ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

( 1 ) 帯 水 層 を 認 定 す る う え で 把 握 す べ き 内 容  

① 地 下 水 位  

 掘 進 日 報 か ら 掘 削 深 度 に 対 す る 翌 朝 安 定 水 位 を 解 析

し 、 コ ア の 土 質 状 況 や 逸 水 状 況 と 合 わ せ て 層 毎 の 帯 水

層 、 地 下 水 頭 を 把 握 す る 。 そ の 際 、 作 業 終 了 時 に 孔 内

水 を 汲 み 上 げ て お き 、 翌 朝 の 回 復 状 況 で 地 下 水 と 掘 削

水 の 判 別 を す る 。  

② 帯 水 層 と 不 透 水 層 の 判 別  

 電 気 検 層 に よ り 比 抵 抗 か ら 帯 水 層 を 判 別 す る 。 空 隙

の 大 き い 砂 礫 は 高 比 抵 抗 、 空 隙 の 小 さ い 細 粒 土 は 低 比

抵 抗 と な り 、 目 的 の 帯 水 層 に ス ト レ ー ナ を 設 置 す る 。

ま た 地 下 水 検 層 に よ り 地 下 水 流 動 層 を 検 出 し て 帯 水 層

の 良 否 を 判 定 す る 。 平 面 的 に は 電 気 探 査 を 行 い 面 的 な

帯 水 層 分 布 を 把 握 す る 。  

( 2 ) 観 測 井 を 設 置 す る 際 の 留 意 点  

 掘 削 の 際 に 孔 壁 に 付 着 し た マ ッ ド ケ ー キ や ス ラ イ ム

は 地 層 本 来 の 透 水 性 を 低 下 さ せ る の で 、 孔 の 仕 上 げ に

際 し て は 十 分 な 清 水 洗 浄 を 行 う 。 ま た オ ー ル ス ト レ ー

ナ に す る と 地 下 水 は 合 成 水 位 と な る た め 、 帯 水 層 が 複

数 あ る 場 合 に は ケ ー シ ン グ 計 画 や 孔 壁 と 保 孔 管 の 間 に

パ ッ カ ー や ベ ン ト ナ イ ト の 遮 水 材 を 設 置 し て 目 的 の 帯

水 層 の 観 測 孔 と す る よ う に 留 意 す る 。  





選択科目： 地質 技術士 第二次試験 

受験番号 

問題番号 Ⅱ-2-1 

答案使用枚数 1枚目 2枚中

技術部門 応用理学部門 

専門とする事項：斜面災害地質 

模擬答案用紙

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。   24 字×25 字

( 1 )  施 工 時 に 注 意 が 必 要 な 事 象 を 以 下 に 挙 げ る 。

① 断 層 通 過 時 の 切 り 羽 の 崩 壊 と 突 発 湧 水

② 終 点 側 孔 口 付 近 の マ サ 区 間 の 切 り 羽 の 崩 壊 と 湧 水

③ 堆 積 岩 区 間 の 掘 削 残 土 の 重 金 属 類

上 記 の 素 因 と な る 地 質 状 況 は 以 下 の と お り で あ る 。

① 断 層 に よ る 破 砕 帯 の 形 成 と 帯 水 層 の 形 成

② 花 崗 岩 の マ サ 化 と マ サ 中 の 帯 水 層 の 形 成

③ 堆 積 岩 の 初 生 的 な ヒ 素 の 含 有 と 接 触 変 成 作 用 ・ 続 成

変 質 作 用 に よ る 重 金 属 類 の 濃 集

上 記 を 考 慮 し た 設 計 を す る た め に 必 要 な 調 査 方 法 は 以

下 の 通 り 。

① 屈 折 法 弾 性 波 探 査

② 電 気 探 査

③ 調 査 ボ ー リ ン グ ( 水 平 ・ 鉛 直 )

④ 岩 石 試 験

( 2 )  必 要 な 手 順 を 以 下 に 示 す 。

① 地 表 地 質 踏 査

留 意 す べ き 点 は 、 調 査 位 置 へ の 立 入 で あ る 。 調 査 位 置

へ の 立 入 に 際 し 、 身 分 証 や 立 入 許 可 を 得 て 実 施 す る 。

工 夫 を 要 す る 点 は 、 ト ン ネ ル を 横 断 す る 沢 目 な ど を 広

域 的 に 踏 査 し 、 当 地 の 地 表 地 質 を 確 認 す る 点 で あ る 。

② 物 理 探 査 ( 屈 折 法 弾 性 波 探 査 、 電 気 探 査 )

留 意 す べ き 点 は 、 速 度 逆 転 層 を 抽 出 で き な い こ と か ら 、

堆 積 岩 と の 接 触 関 係 に よ っ て は 、 出 現 が 想 定 で き な い

可 能 性 が あ る 点 で あ る 。 工 夫 を 要 す る 点 は 、 後 工 程 で



選択科目： 地質 技術士 第二次試験 

受験番号 

問題番号 Ⅱ-2-1 

答案使用枚数 2枚目 2枚中

技術部門 応用理学部門 

専門とする事項：斜面災害地質 

模擬答案用紙

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。   24 字×25 字

実 施 す る 調 査 ボ ー リ ン グ の 点 の 結 果 を 考 慮 し た 解 析 と

す る 点 で あ る 。

③ 調 査 ボ ー リ ン グ ( 水 平 、 鉛 直 )

留 意 す べ き 点 は 、 工 程 管 理 で あ る と 調 査 位 置 で あ る 。

工 夫 を 要 す る 点 は 、 掘 進 長 の 選 定 で あ る 。 ② に よ り 、

既 往 地 質 図 に よ る 断 層 位 置 の 起 点 側 の 沢 地 形 部 に も 主

た る 断 層 と 同 じ ト レ ン ド を 持 つ 断 層 が 推 察 さ れ る 場 合

に は 、 起 点 側 孔 口 の 水 平 ボ ー リ ン グ を 延 伸 し 、 断 層 の

有 無 を 確 認 す る な ど 、 掘 進 長 の 調 整 に よ り 、 手 戻 り を

少 な く 調 査 目 的 を 果 た す よ う 工 夫 す る 必 要 が あ る 。

④ 重 金 属 の 含 有 量 ・ 溶 出 試 験

留 意 す べ き 点 は 、 代 表 試 料 の 選 定 で あ る 。 工 夫 を 要 す

る 点 は 、 重 金 属 の 含 有 量 ・ 溶 出 試 験 は 2 m m の メ ッ シ ュ

を 通 過 し た 試 料 を 用 い て 試 験 を 行 う た め 、 掘 削 残 土 の

実 際 の 管 理 方 法 と 乖 離 す る 可 能 性 が あ る 。 そ の た め 、

実 際 に 残 土 処 理 す る 位 置 で の タ ン ク リ ー チ ン グ 試 験 な

ど 、 実 施 工 ・ 管 理 に 即 し た 形 で 評 価 す る 点 で あ る 。

( 3 )  効 率 的 ・ 効 果 的 な 業 務 遂 行 の た め に 調 整 が 必 要 と

な る 関 係 者 ： ① 発 注 者 、 ② 設 計 者 、 ③ 地 域 住 民

発 注 者 、 設 計 者 と は A S P な ど の 情 報 共 有 シ ス テ ム を 利

用 し て 調 査 成 果 を 迅 速 に 共 有 す る 。

地 域 住 民 と は 、 住 民 説 明 会 を 通 じ て 相 互 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 行 う 。 事 業 遂 行 に 理 解 い た だ け る よ う な 関 係

性 を 醸 成 す る 。

以 上







令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

 

  

技術部門  応用理学部門 

専門とする事項  土木地質 

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－１ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

選択科目  地質 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

( 1 ) 施 工 時 に 注 意 が 必 要 な 事 象 と 調 査 方 法  

① 断 層 周 辺 で の 突 発 湧 水 と 地 山 の 崩 壊  

 ト ン ネ ル の 中 央 部 で 起 点 側 に 傾 斜 す る と み ら れ る 断

層 が 存 在 す る 。 断 層 周 辺 は 粘 土 化 し て 遮 水 層 と な り 岩

盤 節 理 に 存 在 す る 地 下 水 が 集 中 し て 掘 削 時 に 多 量 の 突

発 湧 水 が 発 生 す る 恐 れ が あ る 。 ま た 断 層 周 辺 は 細 片 状

に 土 砂 化 し て 湧 水 と と も に 地 山 が 不 安 定 化 し 崩 壊 す る

リ ス ク が あ る 。 地 形 判 読 に よ り 断 層 の 位 置 を 推 定 し 、

地 表 踏 査 、 ボ ー リ ン グ 、 物 理 探 査 （ 弾 性 波 探 査 、 電 気

探 査 ） に よ り 断 層 周 辺 の 地 山 の 性 状 を 調 査 す る 。  

② ト ン ネ ル 掘 削 に 伴 う 地 下 水 や 表 流 水 へ の 影 響  

 花 崗 岩 は 一 般 に 節 理 が 多 く 発 達 し 亀 裂 に 沿 っ て 地 下

水 が 帯 水 し て 良 好 な 帯 水 層 と な り や す く 、 周 辺 の 井 戸

や 湧 水 、 表 流 水 の 減 水 、 枯 渇 を 招 く 恐 れ が あ る 。 ま た

終 点 坑 口 付 近 は 土 か ぶ り が 浅 い た め に 表 流 水 へ の 影 響

が 特 に 懸 念 さ れ る 。 水 文 地 質 踏 査 、 水 利 用 調 査 、 電 気

探 査 、 河 川 ・ 湧 水 ・ 湖 沼 水 調 査 を 行 い 、 水 理 地 質 の 把

握 と 工 事 前 の モ ニ タ リ ン グ 調 査 を 行 う 。  

③ 花 崗 岩 と 堆 積 岩 接 触 部 周 辺 の 脆 弱 化 と 突 発 湧 水  

 花 崗 岩 と 堆 積 岩 の 接 触 部 周 辺 は 亀 裂 が 発 達 し 岩 級 が

悪 く 、 湧 水 も 集 中 し や す い 。 ボ ー リ ン グ 調 査 、 物 理 探

査 等 に よ り 接 触 部 周 辺 の 性 状 を 把 握 す る 。  

④ 終 点 側 の 土 か ぶ り の 小 さ い 区 間 で の 落 盤  

 終 点 側 は 地 表 の 凹 凸 が 小 さ く 終 点 側 ほ ど 丘 陵 状 の 緩

斜 面 と な る こ と か ら 軟 質 な 堆 積 岩 が 分 布 す る 可 能 性 が
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。）

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

あ り 、 土 被 り が 小 さ い 区 間 や 谷 部 で は 落 盤 の 恐 れ が あ

る 。 地 表 踏 査 、 ボ ー リ ン グ 、 弾 性 波 探 査 に よ り 地 山 強

度 や 風 化 度 合 い を 調 査 す る 。  

( 2 ) 業 務 を 進 め る た め に 必 要 な 手 順  

 始 め に 資 料 調 査 、 地 形 判 読 を 行 い 調 査 地 周 辺 の 地 形

地 質 の 概 略 を 把 握 し 調 査 計 画 を 立 案 す る 。 地 形 判 読 で

は 高 精 度 の 航 空 レ ー ザ ー 測 量 図 を 用 い た 微 地 形 判 読 に

よ り 岩 種 や 風 化 度 合 い を 推 定 し リ ニ ア メ ン ト を 判 読 し

て 断 層 位 置 を 推 定 す る 。 地 表 踏 査 は 机 上 調 査 結 果 を も

と に 現 地 確 認 を 行 い 、 地 質 露 頭 、 岩 級 、 湧 水 ・ 表 流 水

の 水 量 や 水 質 、 崩 壊 地 等 に 着 目 し 、 合 わ せ て 物 理 探 査

の 測 線 を 設 定 す る 。 弾 性 波 探 査 は 岩 級 区 分 に 着 目 し ト

ン ネ ル 縦 断 方 向 と 坑 口 部 及 び 断 層 付 近 に 横 断 方 向 の 測

線 を 設 定 す る 。 電 気 探 査 は 弾 性 波 の 補 足 と 帯 水 層 判 定

に 用 い る 。 ボ ー リ ン グ は 坑 口 部 の 物 探 測 線 の 交 点 及 び

断 層 付 近 に て 垂 直 方 向 、 ト ン ネ ル 縦 断 方 向 に 水 平 ボ ー

リ ン グ を 行 い 合 わ せ て 岩 石 試 験 の 試 料 採 取 を 行 う 。  

( 3 ) 業 務 遂 行 の た め に 必 要 な 関 係 者 と の 調 整 方 策  

 発 注 者 、 地 元 関 係 者 ・ 自 治 体 、 設 計 ・ 施 工 業 者 と の

調 整 が 必 要 と な る 。 地 元 関 係 者 に 対 し て は 水 利 用 等 に

関 し て 事 実 に 基 づ く 説 明 を 誠 意 を も っ て 行 い 、 事 業 へ

の 理 解 と 協 力 を 得 る 。 発 注 者 ・ 設 計 施 工 者 に 対 し て は

調 査 の 進 捗 段 階 に 応 じ て 合 同 協 議 を 実 施 し 、 地 質 リ ス

ク や 問 題 点 を 共 有 す る リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 努

め 、 事 業 に 手 戻 り が 発 生 し な い よ う に 留 意 す る 。  
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技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－１    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

選択科目    

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

（ １ ） 注 意 が 必 要 な 現 象 と 必 要 な 調 査  

① 堆 積 岩 か ら の 崩 落  

 花 崗 岩 の 中 に 堆 積 岩 が 混 入 し て お り 、 そ の 箇 所 は 脆

弱 化 の 可 能 性 が あ る 。 ト ン ネ ル 掘 削 時 、 応 力 解 放 に よ

り 脆 弱 箇 所 の 崩 落 が 懸 念 さ れ る 。  

 必 要 な 調 査 と し て 、 ボ ー リ ン グ 調 査 で 物 性 値 の 所 得

や 弾 性 波 探 査 で 堆 積 岩 の 混 入 に よ る 脆 弱 箇 所 の 特 定 を

行 う 。  

② 断 層 破 砕 岩 帯 か ら の 突 発 湧 水  

 断 層 の 存 在 が 確 認 さ れ 、 か つ 地 形 図 か ら 土 被 り

2 0 0 ~ 3 0 0 ｍ と な る た め 、 破 砕 帯 が 存 在 す る 際 は 異 常 湧

水 が 懸 念 さ れ る 。  

 必 要 な 調 査 と し て 、 ボ ー リ ン グ 調 査 で 湧 水 量 の 推 定

や 電 気 探 査 に よ り 、 破 砕 帯 箇 所 や 異 常 出 水 し や す い 範

囲 の 特 定 を 行 う 。  

（ ２ ） 業 務 手 順 と 留 意 点 ・ 工 夫 点  

① 業 務 手 順  

 概 査 と し て 、 現 地 踏 査 や 坑 口 周 辺 環 境 調 査 、 水 文 調

査 、 概 略 の 弾 性 波 探 査 と 電 気 探 査 を 行 う 。  

 精 査 と し て 、 脆 弱 箇 所 や 湧 水 発 生 想 定 箇 所 へ の 水

平 ・ 鉛 直 ボ ー リ ン グ の 実 施 、 追 加 弾 性 波 探 査 と 電 気 探

査 を 必 要 に 応 じ て 行 い 、 結 果 を 設 計 段 階 へ 引 継 ぐ 。  

② 留 意 点 ・ 工 夫 点  

 土 被 り が 大 き い た め 、 現 地 踏 査 が 困 難 な 恐 れ が あ る 。

必 要 に 応 じ て 、 既 往 調 査 事 例 や ド ロ ー ン 等 を 活 用 し 、
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

過 度 に 調 査 時 間 を 費 や さ な い よ う 留 意 す る 。  

 ボ ー リ ン グ も 土 被 り 条 件 に 同 様 に よ り 、 費 用 時 間 が

生 じ や す い た め 、 施 工 時 の 追 加 ボ ー リ ン グ や 切 羽 前 方

探 査 等 の 工 夫 を 行 う 。  

 弾 性 波 探 査 は 、 地 質 条 件 に よ り ブ ラ イ ン ド レ イ ヤ 現

象 等 が 生 じ や す い た め 、 ボ ー リ ン グ 、 電 気 探 査 結 果 を

総 合 評 価 し 、 脆 弱 部 の 見 落 と し に な ら ぬ よ う 留 意 す る  

 電 気 探 査 は 、 ヘ リ コ プ タ ー を 使 用 し た 空 中 電 気 探 査

な ど 最 新 技 術 の 活 用 を 検 討 す る 。  

（ ３ ） 関 係 者 の 調 整 方 策  

① 設 計 ・ 施 工 担 当 者  

 設 計 ・ 施 工 業 務 開 始 前 に 連 絡 会 議 を 実 施 し て 、 リ ス

ク の 共 有 や 追 加 調 査 依 頼 等 を 行 い 、 調 査 結 果 に 基 づ い

た 設 計 ・ 施 工 を 実 施 す る 。 進 捗 毎 に 会 議 を 行 う 事 も 有

効 な た め 、 テ レ ビ 会 議 も 活 用 す る 。  

② 事 業 者 ・ 地 元 住 民  

 ト ン ネ ル 工 事 に 精 通 し て い な い 関 係 者 が 想 定 さ れ る

た め 、 ３ 次 元 モ デ ル を 活 用 し 、 崩 落 や 湧 水 の 発 生 を 明

確 に 可 視 化 す る 。  

③ 全 体  

 調 査 内 容 の 解 釈 や 必 要 性 は 設 計 ・ 施 工 担 当 者 と 事 業

者 で 差 異 が 生 じ や す い 。 （ 2 ） 工 夫 点 等 を 活 用 し て 、

円 滑 な 合 意 形 成 を 図 る よ う 留 意 す る 。  



選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

1 . 施 工 時 に 注 意 が 必 要 な 事 象  

（ 1 ） 突 発 湧 水  

 既 往 地 質 図 に 断 層 が 存 在 し て い る こ と か ら 、 周 辺 を

通 過 す る 際 に 突 発 的 な 湧 水 が 発 生 し 、 切 羽 が 崩 壊 す る

こ と が 懸 念 さ れ る 。 こ の た め 、 電 気 探 査 ・ 弾 性 波 探 査

を 実 施 し 、 断 層 の 分 布 方 向 と 地 下 水 状 況 に つ い て 把 握

す る こ と が 必 要 で あ る 。  

（ 2 ） 膨 張 性 地 山  

 堆 積 岩 中 や 花 崗 岩 類 と の 境 界 付 近 の 変 質 帯 に 膨 潤 性

粘 土 鉱 物 が 存 在 す る と 、 盤 ぶ く れ に よ る ト ン ネ ル 断 面

の 変 状 が 懸 念 さ れ る 。 こ の た め 、 ボ ー リ ン グ 調 査 に よ

る 地 質 分 布 の 詳 細 確 認 と C E C 試 験 、 X 線 回 折 試 験 に よ

る 粘 土 鉱 物 の 膨 潤 性 の 評 価 が 必 要 で あ る 。  

（ 3 ） 低 土 被 り  

 終 点 側 坑 口 付 近 に お い て 土 被 り が 小 さ く 、 傾 斜 が 緩

い こ と か ら 崩 積 土 が 厚 く 分 布 し 、 掘 削 時 に 切 羽 の 崩 壊

等 が 発 生 す る こ と が 懸 念 さ れ る 。 こ の た め 、 現 地 踏 査

と ボ ー リ ン グ 調 査 に よ り 、 崩 積 土 の 層 厚 を 把 握 す る こ

と が 必 要 で あ る 。  

２ ． 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 点 ・ 工 夫 点  

 手 順 と し て 、 文 献 調 査 → 現 地 踏 査 → ボ ー リ ン グ 調 査

→ 物 理 探 査 の 順 で 実 施 す る 。  

（ １ ） 現 地 踏 査  

１ ） 留 意 点 ： 文 献 調 査 に て 調 査 箇 所 の 絞 り 込 み を 行 い 、

効 率 的 な 調 査 を 行 う 。  

1



平成２８年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

２ ） 工 夫 点 ： 表 や 図 を 多 用 し 、 地 質 リ ス ク に 対 し て わ

か り や す い 引 継 ぎ 資 料 を 作 成 す る 。  

（ ２ ） ボ ー リ ン グ 調 査 ・ 室 内 試 験 （ C E C 、 X 線 回 折 ）  

1 ） 留 意 点 ： 複 数 の 試 料 に つ い て 試 験 を 行 い 、 他 の 調

査 と の 全 体 的 な 傾 向 を 踏 ま え 、 膨 圧 の 評 価 を 行 う 。   

2 ） 工 夫 点 ： 高 品 質 ボ ー リ ン グ に よ り 、 変 質 帯 や 破 砕

帯 等 の 脆 弱 部 の 採 取 率 向 上 に 努 め る 。   

（ ３ ） 物 理 探 査 （ 電 気 探 査 ・ 弾 性 波 探 査 ）  

１ ） 留 意 点 ： 各 物 理 探 査 の 特 性 を 理 解 し た 上 で 、 測 線

配 置 を 行 う 。   

２ ） 工 夫 点 ： 三 次 元 的 に 測 線 を 配 置 し て 、 立 体 的 な 地

質 構 造 の 把 握 を 行 う 。   

３ ． 業 務 を 効 率 的 ・ 効 果 的 に 進 め る た め の 調 整 方 策  

（ １ ） 発 注 者 ・ 設 計 者  

 連 絡 体 制 を 構 築 し 、 災 害 発 生 時 に は 速 や か に 協 働 し

て 対 策 を 行 う こ と が 出 来 る よ う に す る 。 ま た 、 ト ン ネ

ル 掘 削 時 の 地 質 リ ス ク に つ い て 、 客 観 的 事 実 と 定 量 的

な デ ー タ 、 図 ・ 写 真 等 を 用 い て 三 者 会 議 等 で 段 階 ご と

に 説 明 し 、 合 意 形 成 を 図 る 。  

（ ２ ） 地 元 住 民  

 地 元 説 明 会 を 行 い 、 事 業 内 容 や 発 生 す る 可 能 性 が あ

る リ ス ク （ 周 辺 の 井 戸 枯 れ 等 ） や 補 償 に つ い て 分 か り

や す く 説 明 し 、 理 解 を 得 る 。 ま た 、 ３ D モ デ ル 等 を 用

い て 内 容 の 見 せ る 化 行 い 、 よ り 深 い 合 意 形 成 を 図 る 。  

以 上  



選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

1 . 施 工 時 に 注 意 が 必 要 な 事 象  

（ 1 ） 突 発 湧 水  

 既 往 地 質 図 に 断 層 が 存 在 し て い る こ と か ら 、 周 辺 を

通 過 す る 際 に 突 発 的 な 湧 水 が 発 生 し 、 切 羽 が 崩 壊 す る

こ と が 懸 念 さ れ る 。 こ の た め 、 電 気 探 査 ・ 弾 性 波 探 査

を 実 施 し 、 断 層 の 分 布 方 向 と 地 下 水 状 況 に つ い て 把 握

す る こ と が 必 要 で あ る 。  

（ 2 ） 膨 張 性 地 山  

 堆 積 岩 中 や 花 崗 岩 類 と の 境 界 付 近 の 変 質 帯 に 膨 潤 性

粘 土 鉱 物 が 存 在 す る と 、 盤 ぶ く れ に よ る ト ン ネ ル 断 面

の 変 状 が 懸 念 さ れ る 。 こ の た め 、 ボ ー リ ン グ 調 査 に よ

る 地 質 分 布 の 詳 細 確 認 と C E C 試 験 、 X 線 回 折 試 験 に よ

る 粘 土 鉱 物 の 膨 潤 性 の 評 価 が 必 要 で あ る 。  

（ 3 ） 低 土 被 り  

 終 点 側 坑 口 付 近 に お い て 土 被 り が 小 さ く 、 傾 斜 が 緩

い こ と か ら 崩 積 土 が 厚 く 分 布 し 、 掘 削 時 に 切 羽 の 崩 壊

等 が 発 生 す る こ と が 懸 念 さ れ る 。 こ の た め 、 現 地 踏 査

と ボ ー リ ン グ 調 査 に よ り 、 崩 積 土 の 層 厚 を 把 握 す る こ

と が 必 要 で あ る 。  

２ ． 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 点 ・ 工 夫 点  

 手 順 と し て 、 文 献 調 査 → 現 地 踏 査 → ボ ー リ ン グ 調 査

→ 物 理 探 査 の 順 で 実 施 す る 。  

（ １ ） 現 地 踏 査  

１ ） 留 意 点 ： 文 献 調 査 に て 調 査 箇 所 の 絞 り 込 み を 行 い 、

効 率 的 な 調 査 を 行 う 。  

1



平成２８年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

２ ） 工 夫 点 ： 表 や 図 を 多 用 し 、 地 質 リ ス ク に 対 し て わ

か り や す い 引 継 ぎ 資 料 を 作 成 す る 。  

（ ２ ） ボ ー リ ン グ 調 査 ・ 室 内 試 験 （ C E C 、 X 線 回 折 ）  

1 ） 留 意 点 ： 複 数 の 試 料 に つ い て 試 験 を 行 い 、 他 の 調

査 と の 全 体 的 な 傾 向 を 踏 ま え 、 膨 圧 の 評 価 を 行 う 。   

2 ） 工 夫 点 ： 高 品 質 ボ ー リ ン グ に よ り 、 変 質 帯 や 破 砕

帯 等 の 脆 弱 部 の 採 取 率 向 上 に 努 め る 。   

（ ３ ） 物 理 探 査 （ 電 気 探 査 ・ 弾 性 波 探 査 ）  

１ ） 留 意 点 ： 各 物 理 探 査 の 特 性 を 理 解 し た 上 で 、 測 線

配 置 を 行 う 。   

２ ） 工 夫 点 ： 三 次 元 的 に 測 線 を 配 置 し て 、 立 体 的 な 地

質 構 造 の 把 握 を 行 う 。   

３ ． 業 務 を 効 率 的 ・ 効 果 的 に 進 め る た め の 調 整 方 策  

（ １ ） 発 注 者 ・ 設 計 者  

 連 絡 体 制 を 構 築 し 、 災 害 発 生 時 に は 速 や か に 協 働 し

て 対 策 を 行 う こ と が 出 来 る よ う に す る 。 ま た 、 ト ン ネ

ル 掘 削 時 の 地 質 リ ス ク に つ い て 、 客 観 的 事 実 と 定 量 的

な デ ー タ 、 図 ・ 写 真 等 を 用 い て 三 者 会 議 等 で 段 階 ご と

に 説 明 し 、 合 意 形 成 を 図 る 。  

（ ２ ） 地 元 住 民  

 地 元 説 明 会 を 行 い 、 事 業 内 容 や 発 生 す る 可 能 性 が あ

る リ ス ク （ 周 辺 の 井 戸 枯 れ 等 ） や 補 償 に つ い て 分 か り

や す く 説 明 し 、 理 解 を 得 る 。 ま た 、 ３ D モ デ ル 等 を 用

い て 内 容 の 見 せ る 化 行 い 、 よ り 深 い 合 意 形 成 を 図 る 。  

以 上  







選択科目： 地質 技術士 第二次試験 

受験番号 

問題番号 Ⅲ-1 

答案使用枚数 1枚目 3枚中 

技術部門 応用理学部門 

専門とする事項：斜面災害地質 

模擬答案用紙

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。   24 字×25 字

( 1 )  人 類 の 影 響 が 及 ぼ す 前 か ら あ る 循 環 ： 水 の 循 環

水 の 循 環 が 人 類 の 活 動 に よ り 受 け て い る 影 響 と そ の 影

響 を 低 減 す る た め の 課 題 を 以 下 に 示 す 。

影 響 ① 工 業 廃 水 等 に よ る 人 為 的 な 水 の 汚 染

排 水 基 準 は 各 国 ご と に 設 け ら れ て お り 、 統 一 基 準 が な

い こ と か ら 汚 染 水 が 垂 れ 流 し に な っ て お り 下 流 域 に 汚

染 が 拡 大 す る 事 例 が 散 見 さ れ る 。 世 界 的 な 排 水 基 準 を

設 け て 世 界 規 模 で 汚 染 を 抑 制 す る こ と が 課 題 で あ る 。

影 響 ② 鉱 山 開 発 や 火 山 噴 火 に 起 因 す る 自 然 由 来 の 重 金

属 や 酸 性 水 等 に よ る 汚 染

閉 山 し た 鉱 山 か ら の 排 水 や 火 山 噴 火 に よ り 排 出 さ れ る

自 然 由 来 の 重 金 属 や 酸 性 水 に よ る 河 川 水 の 汚 染 が 散 見

さ れ 、 そ の 対 策 に は 多 額 の コ ス ト と 資 源 が 消 費 さ れ て

い る 。 中 和 効 率 を 上 げ ら れ る 新 技 術 の 開 発 や 発 生 源 を

止 水 す る 新 技 術 の 開 発 が 課 題 で あ る 。

影 響 ③ 人 類 の 近 代 化 に 伴 う 温 室 効 果 ガ ス 発 生 に よ る 温

暖 化 の 進 行 に よ る 降 水 量 の 増 大

温 暖 化 に よ り 海 水 温 が 上 昇 し 、 大 気 中 の 水 蒸 気 量 が 増

大 す る こ と で 、 累 計 降 水 量 や 1 時 間 降 水 量 が 増 大 傾 向

に あ る 。 未 経 験 の 降 雨 が 頻 回 化 す る こ と で 災 害 発 生 頻

度 ・ 規 模 が 増 大 し て い る こ と か ら 、 激 甚 化 す る 災 害 へ

の 対 応 が 課 題 で あ る 。

( 2 )  最 も 重 要 な 課 題 ： 激 甚 化 す る 災 害 へ の 対 応

解 決 策 ① ： 流 域 治 水 を 含 め た 遊 水 地 、 堤 防 か さ 上 げ 等



選択科目： 地質 技術士 第二次試験 

受験番号 

問題番号 Ⅲ-1 

答案使用枚数 2枚目 3枚中 

技術部門 応用理学部門 

専門とする事項：斜面災害地質 

模擬答案用紙

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。   24 字×25 字

の ハ ー ド 対 策

洪 水 や 土 石 流 に よ る 被 害 を 抑 え る た め に 、 遊 水 地 や 堤

防 か さ 上 げ 等 の 再 検 討 を 行 い 、 既 往 対 策 施 設 に 加 え た

ハ ー ド 対 策 を 行 う こ と で よ り 災 害 に 強 い 体 制 の 構 築 が

可 能 と な る 。

解 決 策 ② ： ハ ザ ー ド マ ッ プ の 作 成 と そ の 周 知 に よ る 避

難 計 画 等 の ソ フ ト 対 策

ハ ザ ー ド マ ッ プ の 作 成 ・ 周 知 に よ る 避 難 計 画 の 作 成 が

有 効 で あ る 。 マ ッ プ を 作 成 し 、 回 覧 や 掲 示 す る だ け で

は 住 民 の 理 解 に は つ な が ら な い リ ス ク が あ る た め 、 そ

の 周 知 方 法 を 工 夫 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 S N S を 利

用 し た ハ ザ ー ド マ ッ プ 情 報 の 発 信 や 、 G I S を 用 い た ハ

ザ ー ド マ ッ プ 等 が 閲 覧 可 能 な ス マ ホ ア プ リ の 開 発 ・ 運

用 な ど が あ げ ら れ る 。

( 3 )  す べ て の 解 決 策 を 実 行 し て も 残 り う る リ ス ク と し

て 、 未 経 験 の 想 定 外 の 降 雨 が あ げ ら れ る 。 そ の 対 策 に

つ い て 、 以 下 が 有 効 と 考 え る 。

対 策 ① ： 降 水 ・ 浸 水 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 、 雨 量 に

応 じ た 避 難 計 画 の 策 定 し 、 住 民 の 人 的 被 害 を 抑 制 す る

こ と

未 経 験 降 水 量 を 経 験 し た 場 合 の 想 定 浸 水 エ リ ア や 水 深

な ど を 視 覚 的 に わ か り や す く 表 現 し た 3 次 元 モ デ ル を

作 成 し 、 説 明 資 料 と し て 活 用 す る こ と で 、 地 域 住 民 の

災 害 現 象 へ の 理 解 度 ・ 防 災 意 識 の 向 上 、 避 難 行 動 に つ



選択科目： 地質 技術士 第二次試験 

受験番号 

問題番号 Ⅲ-1 

答案使用枚数 3枚目 3枚中 

技術部門 応用理学部門 

専門とする事項：斜面災害地質 

模擬答案用紙

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。   24 字×25 字

な げ ら れ る よ う な 風 土 を 醸 成 す る こ と が で き る 。

対 策 ② ： T E C － F O R C E な ど に よ る 災 害 対 応 に あ た る 行

政 職 員 や 地 方 在 住 の 技 術 者 等 の 技 術 力 の 向 上 を 目 的 と

し た 人 材 育 成 に よ り 、 迅 速 な 災 害 復 旧 が 取 れ る よ う な

体 制 を 地 方 に お い て も 構 築 す る こ と

災 害 対 応 に あ た る 行 政 職 員 や 技 術 者 の 人 材 育 成 に よ り 、

地 方 で も 最 適 な 災 害 復 旧 計 画 を 立 案 ・ 運 用 で き る よ う

な 体 制 が 構 築 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 被 災 時 の 初 動 に お

け る 方 針 決 定 の 効 率 化 ・ 最 適 化 を 図 る こ と が で き 、 迅

速 な 復 旧 に よ る 公 益 の 確 保 が 図 ら れ る 。

対 策 ③ ： S N S を 活 用 し た 情 報 収 集 ・ 周 知 体 制 の 構 築 や 、

L P 測 量 成 果 を オ ー プ ン 化 す る な ど の 情 報 管 理 体 制 の

構 築

S N S を 活 用 し た 災 害 情 報 収 集 ・ 周 知 体 制 や 被 災 前 の 地

形 情 報 と い っ た L P 測 量 成 果 等 の ビ ッ グ デ ー タ の 情 報

共 有 体 制 を 構 築 す る こ と で 、 未 被 災 箇 所 か ら も 被 災 地

の 被 災 概 況 を 把 握 で き る よ う に な る 。 未 被 災 箇 所 か ら

情 報 収 集 ・ 整 理 ・ 発 進 可 能 な 体 制 の 構 築 に よ り 、 迅 速

か つ 安 全 に 被 災 状 況 を 把 握 で き 、 そ れ ら に よ っ て 、 人

命 救 助 段 階 ～ 復 旧 段 階 に い た る ま で 安 全 か つ 最 適 な リ

ソ ー ス 配 分 で 災 害 対 応 を 取 る こ と が で き る 。

以 上



選択科目           地質 
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技術部門           応用理学   部門 

専門とする事項          斜面災害地質 

受験番号 

問題番号   Ⅲ－ １   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

 

( 1 )  水 循 環 の 課 題 の 抽 出  

水 循 環 は 、 自 然 環 境 や 人 間 の 活 動 が 密 接 に 関 与 す る

複 雑 な 現 象 で あ り 、 以 下 の 3 つ の 課 題 が 挙 げ ら れ る 。  

① 水 循 環 の 全 容 の 把 握 （ 観 点 ： 現 状 の 把 握 ）  

水 循 環 は 、 大 気 、 地 表 水 、 地 下 水 が 相 互 作 用 す る シ

ス テ ム で あ り 、 そ の 全 容 は 未 だ 完 全 に は 把 握 さ れ て い

な い 。 特 に 地 下 水 の 流 動 に つ い て は 、 流 動 の 経 路 や 供

給 源 、 規 模 な ど が 不 明 な 部 分 が 多 い 。 こ れ に よ り 、 水

資 源 管 理 や 環 境 保 全 に 必 要 な 基 礎 デ ー タ が 不 足 し て い

る 。  

② 人 間 活 動 が 水 循 環 に 与 え る 影 響 の 評 価 （ 観 点 ： 人 間

の 活 動 ）  

地 球 温 暖 化 や 地 形 改 変 、 地 下 構 造 物 の 設 置 な ど 、 人

間 活 動 が 水 循 環 に 与 え る 影 響 は 大 き い 。 し か し 、 そ の

影 響 を 定 量 的 に 評 価 す る こ と は 非 常 に 難 し い 。 例 え ば 、

温 暖 化 に 伴 う 降 雨 パ タ ー ン の 変 化 や 、 都 市 開 発 に よ る

地 下 水 の 流 動 変 化 が 挙 げ ら れ る 。  

③ 水 循 環 へ の 影 響 を 抑 え る た め の コ ス ト 問 題 （ 観 点 ：

経 済 活 動 ）  

水 循 環 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 を 排 除 す る た め に は 、 莫

大 な コ ス ト が か か る 。 例 え ば 、 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 や 、

自 然 環 境 を 保 護 す る た め の イ ン フ ラ 整 備 が 挙 げ ら れ る 。

ま た 、 経 済 活 動 へ の 影 響 と の バ ラ ン ス を 取 る 必 要 が あ

り 、 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 向 け た 費 用 対 効 果 の 評 価

が 重 要 と な る 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

( 2 )  課 題 へ の 解 決 策  

課 題 解 決 の た め に は 、 以 下 の 2 つ の 方 法 が 有 効 で あ

る 。  

① モ ニ タ リ ン グ 技 術 の 充 実  

リ モ ー ト セ ン シ ン グ 技 術 や 通 信 技 術 の 進 歩 に よ り 、

広 範 囲 か つ 高 頻 度 で の 観 測 が 可 能 と な っ た 。 こ れ に よ

り 、 従 来 で は 困 難 で あ っ た デ ー タ の 収 集 が 容 易 に な り 、

水 循 環 の 全 容 を 明 ら か に す る た め の 基 礎 デ ー タ を 効 率

的 に 収 集 す る こ と が 可 能 と な る 。 具 体 的 に は 、 衛 星 デ

ー タ や 地 上 セ ン サ ー に よ る 長 期 的 な 観 測 体 制 を 構 築 す

る こ と で 、 水 循 環 シ ス テ ム の 変 動 要 因 を 定 量 化 す る こ

と が で き る 。  

② 3 次 元 モ デ ル の 作 成 と 活 用  

現 在 、 大 気 モ デ ル や 地 質 モ デ ル は 3 次 元 で 作 成 さ れ

る よ う に な っ て お り 、 収 集 し た デ ー タ を こ れ ら の モ デ

ル に 統 合 す る こ と で 、 複 雑 な 水 循 環 の 動 き を 可 視 化 す

る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 3 次 元 モ デ ル を 用 い た

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 、 気 候 変 動 や 人 為 的 影 響 が 水

循 環 に 及 ぼ す 影 響 を 予 測 す る こ と が で き る 。 こ の 取 り

組 み は 、 水 資 源 管 理 や 災 害 リ ス ク 評 価 に も 大 き く 貢 献

す る 。  

( 3 )  残 り う る リ ス ク と 対 応 策  

残 り う る リ ス ク ： 解 決 策 を 実 行 し た 場 合 、 以 下 の よ う

な 新 た な リ ス ク が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。  

観 測 デ ー タ が 膨 大 化 す る こ と で 、 技 術 者 が 対 応 し き



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

れ ず 、 デ ー タ 評 価 の 誤 り や 解 析 作 業 の 停 滞 が 生 じ る 可

能 性 が あ る 。 特 に 、 リ ア ル タ イ ム デ ー タ の 解 析 に お い

て 、 人 的 リ ソ ー ス の 限 界 が 顕 著 と な る 。  

対 応 策 ： こ れ ら の リ ス ク に 対 し て は 、 以 下 の 対 応 が 効

果 的 で あ る 。  

① デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト の 統 一 と 整 理  

膨 大 な デ ー タ を 扱 い や す く す る た め に 、 フ ォ ー マ ッ

ト を 統 一 し 、 解 析 や 共 有 が 容 易 に な る よ う 整 理 を 行 う 。

こ れ に よ り 、 技 術 者 の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。  

② A I や 機 械 学 習 の 活 用  

デ ー タ の 整 理 や 解 析 を 自 動 化 す る こ と で 、 技 術 者 の

労 力 を 削 減 す る 。 例 え ば 、 リ ア ル タ イ ム デ ー タ を 用 い

た 「 デ ー タ 駆 動 型 」 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 導 入 し 、 自 動

で 計 算 を 実 行 す る シ ス テ ム を 構 築 す る こ と が 挙 げ ら れ

る 。  

③ デ ー タ 活 用 の ト レ ー ニ ン グ と 教 育  

技 術 者 の ス キ ル 向 上 の た め 、 デ ー タ 解 析 に 関 す る 教

育 プ ロ グ ラ ム や ト レ ー ニ ン グ を 実 施 し 、 解 析 精 度 を 高

め る と と も に 、 解 析 作 業 を 効 率 化 す る 。  

以 上   
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技術部門  応用理学部門 

専門とする事項 土木地質 

受験番号 

問題番号   Ⅲ－１ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

( 1 ) 水 循 環 が 人 類 の 活 動 に よ り 受 け て い る 影 響 を 低 減

す る た め の 課 題  

① 水 質 へ の 影 響  

 人 間 活 動 に よ る 農 薬 散 布 や 生 活 排 水 、 工 業 廃 水 、 凍

結 防 止 の 道 路 融 雪 剤 と し て の 塩 化 カ ル シ ウ ム 散 布 等 は

表 流 水 、 地 下 水 の 水 質 に 悪 影 響 を 及 ぼ し 水 質 の 汚 染 源

に な っ て い る 。 特 に 地 下 水 は 流 動 速 度 が 非 常 に 小 さ い

の で 一 度 汚 染 さ れ る と 影 響 が 長 期 間 続 き 、 水 質 の 改 善

が 困 難 と な る 場 合 が 多 い 。 自 然 本 来 の 水 循 環 の た め に 、

表 流 水 、 地 下 水 、 海 洋 の 水 質 汚 染 の 防 止 と そ の 改 善 が

課 題 で あ る 。  

② 地 下 水 涵 養 の 健 全 化  

 水 源 域 で の 森 林 伐 採 や 自 然 改 変 に よ る 山 の 保 水 能 力

の 低 下 、 下 流 域 都 市 部 で の 表 流 水 の ア ス フ ァ ル ト 等 を

介 し た 河 川 流 出 は 健 全 な 地 下 水 涵 養 の 妨 げ と な る 。 ま

た 近 年 の 異 常 気 象 に よ る 異 常 豪 雨 の 顕 在 化 や 高 緯 度 地

域 で の 降 雨 強 度 の 増 加 は 、 山 地 の 土 砂 災 害 を 頻 発 さ せ

て い る 。 地 下 水 涵 養 の 健 全 化 や 土 砂 流 出 の 防 止 が 課 題

で あ る 。  

③ 適 正 な 地 下 水 利 用  

 過 剰 な 地 下 水 の 汲 み 上 げ は 地 下 水 資 源 の 減 少 ・ 枯 渇

を も た ら し 、 健 全 な 水 循 環 を 阻 害 す る 。 ま た 沖 積 低 地

で は 地 盤 沈 下 や 水 位 上 昇 時 の 構 造 物 の 浮 き 上 が り 等 の

地 盤 災 害 の 原 因 と な る 。 帯 水 層 の 能 力 を 超 え な い 適 正

な 地 下 水 利 用 が 課 題 で あ る 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。）

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

( 2 ) 地 下 水 の 涵 養 に 対 す る 解 決 策  

① 森 林 や 農 地 に よ る 地 下 水 涵 養 機 能 の 回 復  

 水 源 地 の 保 安 林 を 保 全 し 、 針 葉 樹 に 偏 ら な い 災 害 に

強 い そ の 土 地 本 来 の 健 全 な 林 相 を 回 復 さ せ る と と も に 、

無 秩 序 な 森 林 伐 採 や 乱 開 発 を 防 止 す る 。 中 下 流 域 で は

水 田 や 農 地 に よ り 地 下 水 の 涵 養 を 促 す 。  

② 山 間 部 の 土 砂 流 出 の 抑 制  

砂 防 堰 堤 や 渓 流 保 全 工 等 の 適 切 な 砂 防 施 設 の 建 設 や

山 本 来 の 機 能 を 生 か す 治 山 事 業 に よ り 、 斜 面 災 害 に よ

る 土 砂 流 出 を 抑 制 し 、 山 地 の 保 水 機 能 を 回 復 さ せ る 。  

③ 都 市 部 に お け る 表 流 水 の 地 下 浸 透  

 人 工 的 な 排 水 施 設 に よ り 河 川 、 海 洋 へ 降 水 を 直 接 排

水 す る の で は な く 、 浸 透 性 舗 装 や 緑 地 ・ 湿 地 等 の グ リ

ー ン イ ン フ ラ を 活 用 し た 表 流 水 の 地 下 浸 透 に よ り 、 自

然 本 来 の 地 下 水 涵 養 を 取 り 戻 す  

( 3 ) 残 り う る リ ス ク と そ の 対 策  

 個 々 の 水 域 で は な く 上 流 域 か ら 中 流 域 、 下 流 域 、 海

洋 に 至 る ま で の 流 域 全 体 の ス テ ー ク ホ ル ダ ― が 一 体 と

な っ て 連 携 ・ 協 力 し 、 水 循 環 の 健 全 な 環 境 改 善 に 努 め

る 。 流 域 全 体 の 関 係 者 が 一 体 と な っ て 減 災 ・ 防 災 に 取

り 組 む 流 域 治 水 と 同 様 の 考 え 方 が 必 要 。  

 

※ 実 際 に は 2 枚 半 書 き ま し た 。  
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技術部門       応用理学 部門 

専門とする事項       環境地質（水文） 

受験番号 

問題番号   Ⅲ－     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

1 

（ １ ） こ こ で は 、 「 水 循 環 」 を 取 り 上 げ る 。  

 人 類 が 活 動 を 始 め る よ り 以 前 か ら 、 地 球 の 水 循 環 は

存 在 し て い る 。 空 か ら 山 へ （ 降 雨 ） 、 山 か ら 川 へ 、 川

か ら 海 洋 へ 、 そ し て 海 洋 か ら 空 へ （ 水 蒸 気 ） と 地 球 の

水 は 循 環 し て い る 。 人 類 の 生 活 に お い て 、 山 地 を 切 り

開 く こ と で 地 山 の 保 水 力 が 低 下 し た り 、 様 々 な 開 発 行

為 に よ っ て 地 下 水 や 河 川 水 、 海 洋 を 汚 染 さ せ た り と 、

水 循 環 に 与 え て い る 影 響 は 大 き い 。 こ の 影 響 を 低 減 さ

せ る 際 の 課 題 を 以 下 に 3 つ 述 べ る 。  

① 人 類 活 動 の 場 が 縮 小 す る  

 日 本 は 国 土 の 8 割 が 山 地 で あ る 。 そ の た め 、 山 地 を

開 発 し た り 海 を 埋 め 立 て た り す る な ど し て 人 類 活 動 の

場 を 広 げ て き た 。 こ れ が も し 水 循 環 を 守 る た め に 規 制

さ れ る と な る と 、 活 動 に 利 用 で き る 場 が 縮 小 す る 。  

② 環 境 保 護 に は コ ス ト が か か る  

 た と え ば 、 環 境 に 負 荷 を か け て い る プ ラ ス チ ッ ク 素

材 を す べ て エ コ 素 材 で 代 替 す る と な る と 。 工 場 な ど か

ら 排 出 さ れ る 水 に 含 ま れ る 有 害 物 質 等 を 全 量 処 理 す る

と な る と 。 環 境 保 護 側 に 強 く シ フ ト す る と な る と 、 コ

ス ト が 莫 大 に か か る こ と と な る 。  

③ 防 災 ・ 減 災 対 策 が 実 施 し づ ら く な る  

 水 循 環 に 負 の 影 響 を 与 え な い た め に は 、 自 然 の も の

は 自 然 の ま ま に 、 触 ら な い の が 一 番 で あ る 。 し か し 、

災 害 な ど か ら 人 命 を 守 る た め に は 、 ダ ム や 堤 防 な ど の

構 造 物 の 建 造 は 必 要 不 可 欠 で あ る 。 こ れ を 積 極 的 に 推
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進 で き な い と な る と 、 防 災 ・ 減 災 対 策 が 行 い づ ら く な

る と い う こ と に な る 。  

（ ２ ） 最 重 要 課 題 ③ に 対 す る 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。  

解 決 策 ① ハ ー ド 面 を エ コ に  

 国 民 の 安 全 を 最 優 先 と す る の が 技 術 者 の 責 務 で あ る 。

そ の た め 必 要 な 土 木 構 造 物 を 建 設 す る こ と は や め ら れ

な い が 、 そ の 作 り 方 や プ ロ セ ス を 省 エ ネ 化 す る こ と は

可 能 で あ る 。 た と え ば 、 計 画 の 段 階 で 、 ビ ッ グ デ ー タ

や A I  を 用 い て 、 地 下 水 や 河 川 の 流 れ の シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン を 行 い 、 よ り 水 循 環 に 影 響 の 少 な い 地 点 を 建 設 地

と し て 選 定 す る な ど が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 建 設 時 に お

い て も デ ジ タ ル ツ イ ン や I C  T な ど の 最 先 端 の デ ジ タ

ル 技 術 を 用 い る こ と と し 、 よ り 省 エ ネ で グ リ ー ン な や

り 方 を 採 用 す る こ と で 、 環 境 は も ち ろ ん 技 術 者 の 作 業

も 効 率 化 さ れ 、 生 産 性 向 上 へ と つ な が る と 考 え る 。  

解 決 策 ② ハ ー ド に 負 け ず ソ フ ト 面 を 充 実 さ せ る  

 防 災 ・ 減 災 の 対 策 は 自 然 を い じ く る ハ ー ド の 建 設 だ

け で は な い 。 現 在 都 道 府 県 の 各 自 治 体 で は 、 ハ ザ ー ド

マ ッ プ が 公 表 さ れ て い る 。 降 水 量 や 地 質 、 地 形 に 関 す

る ビ ッ グ デ ー タ な ど か ら 、 こ れ ら を よ り 正 確 に 、 さ ら

に リ ア ル タ イ ム 性 を 持 っ た も の に し て 公 表 す る こ と で 、

国 民 の 自 分 の 命 を 守 る と い う 意 識 や 知 識 の 底 上 げ に な

る と 考 え ら れ る 。  

（ ３ ） 残 り う る リ ス ク と そ の 対 策 を 以 下 に 述 べ る 。  

 リ ス ク と し て 技 術 者 の 技 術 の 空 洞 化 お よ び A I の ブ
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ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 が 考 え ら れ る 。 I  C  T や A  I  を 防 災

や 減 災 の ハ ー ド 対 策 や ソ フ ト 対 策 に 適 用 す る と し て 、

機 械 の 下 し た 判 断 が 本 当 に 正 し い の か 、 ど の 答 え を 採

用 す る の か な ど の 最 終 的 な 取 捨 選 択 の 判 断 は 、 技 術 者

が 当 然 行 う 必 要 が あ る 。 こ の 時 に 最 先 端 の 技 術 を 習 得

す る の に 傾 倒 す る あ ま り に 、 自 分 の 専 門 分 野 の 基 礎 知

識 の 積 み 立 て を お ろ そ か に し て し ま っ て い た 場 合 、 判

断 ミ ス が 起 き て し ま う 可 能 性 が あ る 。 も し シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン や 施 工 計 画 に お い て ミ ス が 生 じ た 場 合 、 水 循 環

を 守 る ど こ ろ か 、 致 命 的 な 事 象 が 起 こ っ て し ま う こ と

も 考 え ら れ る 。  

 こ れ の 対 応 策 と し て は 、 最 先 端 の デ ジ タ ル 技 術 や D  

X は あ く ま で 補 助 の ツ ー ル で あ る こ と を 技 術 者 自 身 が

強 く 認 識 し 、 専 門 知 識 の 積 み 立 て 、 研 鑽 を 怠 ら な い こ

と が 重 要 で あ る 。 基 礎 が 固 ま っ た 技 術 者 あ っ て こ そ の

I  T や D  X で あ る と い う こ と を 忘 れ て は な ら な い 。  
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技術部門                  部門 

専門とする事項        

受験番号 

問題番号   Ⅲ－ 2    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

 

（ １ ） 地 盤 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 留 意 す べ き 課 題  

① 各 段 階 の 連 携 強 化 （ 観 点 ： 情 報 ）  

 計 画 、 調 査 、 設 計 、 施 工 、 維 持 管 理 の 各 段 階 に お い

て 、 地 質 情 報 の 共 有 不 足 ・ 伝 達 不 足 に よ り 地 質 リ ス ク

が 生 じ て い る 。 ま た 、 各 段 階 の 技 術 者 毎 に 異 な っ た 地

質 評 価 を 行 う 例 も あ り 、 地 質 情 報 を 擦 り 合 わ せ る 必 要

が あ る 。  

 情 報 の 観 点 で 、 地 質 リ ス ク を 抑 制 す る た め に 、 各 段

階 の 連 携 強 化 を 課 題 と す る 。  

② 高 精 度 調 査 手 法 の 活 用 （ 観 点 ： 技 術 ）  

 適 切 な 地 質 マ ネ ジ メ ン ト を 確 立 す る た め に 、 地 盤 モ

デ ル の 精 度 向 上 が 求 め ら れ る 。 し か し 、 ボ ー リ ン グ は

点 で の デ ー タ と な る た め 、 正 確 な モ デ ル を 作 成 す る た

め に 膨 大 な 時 間 や 費 用 が 生 じ る 。  

 そ こ で 、 高 品 質 ボ ー リ ン グ や 空 中 電 気 探 査 、 ド リ ル

ジ ャ ン ボ を 使 用 し た デ ー タ 所 得 等 の 最 新 技 術 を 活 用 し

て 、 地 質 モ デ ル を 向 上 さ せ る 必 要 が あ る 。  

 技 術 の 観 点 で 、 円 滑 な マ ネ ジ メ ン ト 構 築 の た め 、 高

精 度 調 査 手 法 の 活 用 を 課 題 と す る 。  

③ 地 質 技 術 者 の 確 保 ・ 育 成 （ 観 点 ： 人 材 ）  

 地 質 技 術 者 の 高 齢 化 が 進 み 、 今 後 減 少 が 想 定 さ れ る

た め 、 新 た な 技 術 者 の 確 保 と 育 成 が 重 要 と な る 。 し か

し 、 地 質 評 価 は 定 性 的 判 断 が 強 く 、 成 長 に 一 定 の 時 間

を 有 す 。 そ の た め 、 熟 練 者 の 暗 黙 知 を 形 式 知 へ 変 換 し 、

効 率 的 な O J T で 育 成 を 早 め る 必 要 が あ る 。  
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 人 材 の 観 点 よ り 、 土 木 事 業 の 安 全 ・ 効 率 性 を 高 め る

た め 、 地 質 技 術 者 の 確 保 ・ 育 成 を 課 題 と す る 。  

 

（ ２ ） 最 重 要 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

 土 木 事 業 の 安 全 ・ 効 率 性 を 最 も 高 め る に は 正 し い 地

質 情 報 の 共 有 が 最 も 重 要 と 考 え 、 ① 各 段 階 の 連 携 強 化

を 選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

解 決 策 ① B I M / C I M モ デ ル の 活 用  

 正 確 に 地 質 情 報 を 共 有 す る た め に 、 デ ー タ を 一 元 化

す る 必 要 が あ る 。 B I M / C I M モ デ ル の 活 用 を 活 用 し 、 調

査 時 の デ ー タ を 入 力 す る 事 や リ ス ク 箇 所 を コ ン タ ー で

表 現 す る 等 、 地 質 モ デ ル の 可 視 化 を 行 う 。  

 そ れ に よ り 、 調 査 時 に デ ー タ 不 足 す る 箇 所 を 施 工 時

に 追 調 査 で 補 完 す る 事 も 可 能 と な り 、 リ ス ク マ ネ ジ メ

ン ト の 精 度 向 上 に つ な が る 。  

解 決 策 ② 連 絡 会 議 の 設 営  

 各 段 階 の 技 術 者 毎 の 異 な っ た 地 質 評 価 を 擦 り 合 わ せ

る 必 要 が あ る 。 調 査 段 階 が 終 了 し 、 設 計 へ の 次 段 階 開

始 前 に 連 絡 会 議 を 設 営 し 、 地 質 リ ス ク の 共 有 や 不 足 調

査 箇 所 の 引 継 ぎ を 行 う 事 で リ ス ク を 減 少 す る 。 進 捗 毎

に 打 合 せ を 密 に す る 事 も 効 果 的 な た め 、 ビ デ オ 会 議 等

も 活 用 す る 。  

 一 例 と し て は 、 ト ン ネ ル の 地 山 評 価 時 は 岩 判 定 と し

て 、 各 段 階 の 技 術 者 が 集 結 し 、 工 法 を 決 定 す る 事 で 一

定 の 成 果 を 上 げ て い る 。  
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解 決 策 ③ リ ス ク マ ト リ ッ ク ス の 活 用  

 技 術 者 の 定 性 判 断 を よ り 指 標 化 し 、 地 質 評 価 を 整 合

し て い く 必 要 が あ る 。 リ ス ク マ ト リ ッ ク ス を 活 用 し 、

地 山 劣 化 等 の 定 性 判 断 と 強 度 等 の 定 量 指 標 を 総 合 評 価

し 、 地 山 判 断 を よ り 客 観 的 に 判 断 す る 。 そ れ に よ り 、

偏 っ た 定 性 判 断 等 が 減 少 し 、 地 質 評 価 の 精 度 向 上 に つ

な が る 。  

 

（ ３ ） 将 来 懸 念 事 項 と そ の 対 策  

① 懸 念 事 項 ： 水 を 主 因 と す る 地 山 劣 化  

 地 盤 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト が 確 立 し 、 事 業 の 安 全 性 が

確 保 さ れ た と し て も 、 供 用 後 、 想 定 を 上 回 る 大 雨 等 に

よ り 地 山 強 度 が 劣 化 し 、 構 造 物 な ど 支 障 が で る 恐 れ が

あ る 。  

② 対 策 ： モ ニ タ リ ン グ 体 制 の 構 築  

 脆 弱 箇 所 や 湧 水 が リ ス ク に な る 箇 所 は 、 応 力 計 等 の

セ ン サ ー や 水 位 計 等 を 設 置 し 、 湧 水 に 対 す る 懸 念 を モ

ニ タ リ ン グ す る 。 そ れ に よ り 、 劣 化 初 期 段 階 で 水 抜 き

ボ ー リ ン グ を 実 施 す る 等 、 水 に 対 す る 劣 化 を 未 然 に 防

ぐ よ う に す る 。  



Ⅲ－2  「土木事業における地質・地盤リスクマネジメントのガイドライン（2020 年 3 月）」は、構想・

計画、調査、設計、施工、維持管理の各段階において土木事業の地質・地盤リスクを適切に評価し、事業

全体の安全性や効率性等を確保することを目的として背策されたものである（後略）。 

（１）技術者としての立場で多角的な観点から、地質・地盤リスクマネジメントを行う際に留意すべき

課題を 3 つ抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、その課題の内容を示せ。 

（２）前問(1)で抽出した課題のうち最も重要だと考える課題を 1つ挙げ、その課題に対する複数の解

決策を、専門技術用語を交えて示せ。 

（３）前問(2)で示したすべての解決策を実行しても生じうる将来的な懸念事項とそれへの対策について、

専門技術を踏まえた考えを示せ。 

 

（１）①対象地の地質情報の把握 

   ⇒対象事業範囲のみならず、類似地質分布域の情報も踏まえて収集し、漏れのない情報提供。 

   ②対象事業において生じる可能性のあるリスク事例の収集 

   ⇒類似事業におけるリスク発現事例を収集する。重大な事故事例のみならず、工事対応レベルや

設計業務での提言レベルの情報についても収集し、漏れのない情報提供。 

   ③事業工程に応じた適切な地質リスクマネジメントの提示 

   ⇒地質リスクマネジメントは、複数の事業段階に応じて実施するものであり、該当する段階に適

切なリスクマネジメントを提示する必要がある。 

（２）最も重要だと考える課題：③事業工程に応じた適切な地質リスクマネジメントの提示 

   ・事業段階に応じて発現する可能性のあるリスク事例について、関係者（発注者、設計業者、施

工業者）との共有を密に行い、関係者間での認識の相違が生じないように努める必要がある。

また、この際、見やすい図面を用いたり専門用語を多用し過ぎしないようにしわかりやすい資

料作成を心がける。また、事業段階ごとに相互連絡が必要となる関係者は異なっており、事業

段階が移行する際に情報や認識の洩れがないように引継ぎ作業は密に行う。 

最終的に報告書としてとりまとめる際には、事業段階に応じた地質リスク情報をリスクカルテ

として作成するなど、後々の閲覧者がアクセスしやすいような報告書作りを行うことが望まし

い。また、後工程で活用しやすい統一的な地質区分や BIM/CIM を用いた地質 3 次元モデルの作

成することで効率的な事業推進を図ることができる。 

（３）将来的な懸念事項とそれへの対策 
・上記の対策を講じたうえで生じうる懸念事項としては、想定外の地質状況の出現や施工不良な

どによるリスク発現が挙げられる。地質リスク検討の際に想定していなかった地質状況の出現に

よる事象発現については、地質技術者が施工管理の場に駐在し、施工業者へのアドバイスを行う

ことで影響の最小化を図る。また、施工時には日々の作業内容の確認や、無理のない工程設定に

より、必要な施工および対策が行える環境づくりにより、予定外施工によるリスク発現可能性を

最小化する。 
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技術部門       応用理学       部門 

専門とする事項       土木地質 

受験番号 

問題番号   Ⅲ－    2 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

（ １ ） 地 質 ・ 地 盤 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に お け る 課 題  

①  不 連 続 面 予 測 の 高 度 化 、 信 頼 性 向 上  

 ト ン ネ ル 掘 削 で は 、 地 盤 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に 資

す る 情 報 を 設 計 、 施 工 を 進 め な が ら 取 得 し て い く こ と

と な る 。 具 体 的 に は 、 物 理 探 査 、 ボ ー リ ン グ 調 査 、 掘

削 前 の 前 方 探 査 を 進 め て い く 中 で 対 象 領 域 を 狭 め て い

き な が ら 地 質 構 造 の 信 頼 性 を 高 め て い く が 、 事 前 の ボ

ー リ ン グ 調 査 の 段 階 か ら 不 確 実 性 を 低 減 し て 精 度 や 信

頼 性 向 上 さ せ る 必 要 が あ る 。  

②  人 材 の 確 保  

 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 体 制 構 築 に あ た っ て は 地 質 の

専 門 家 が 必 要 で あ る が 、 近 年 、 地 質 を 専 門 と す る 学 生

や 地 質 観 察 を 実 施 し た 経 験 の あ る 人 が 減 っ て き て い る 。

そ こ で 、 地 質 を 専 門 と し な い 技 術 者 に も 教 育 や 経 験 を

積 ま せ て 人 材 確 保 を 図 る こ と が 喫 緊 の 課 題 と な る 。  

③  コ ス ト の 増 大 や 工 期 遅 延  

 リ ス ク ア セ ス メ ン ト は 安 全 な 施 工 の た め に 重 要 で あ

る が 、 評 価 に 時 間 を 要 す る と 、 工 事 を 止 め る こ と に よ

る コ ス ト 増 大 や 工 期 遅 延 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 特

に 地 質 観 察 は ト ン ネ ル 工 事 を 止 め る 必 要 が あ る こ と か

ら 、 施 工 を 進 め な が ら リ ス ク ア セ ス メ ン ト を 行 っ て 現

場 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る 流 れ を 検 討 す る こ と が 重 要 で

あ る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 最 も 重 要 な 課 題 と し て 、 「 不 連 続 面 予 測 の 高 度 化 、
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。）

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

信 頼 性 向 上 」 を 選 ん だ 。 下 記 、 解 決 策 を 示 す 。  

① デ ー タ の 一 元 管 理  

 こ れ ま で は 、 地 質 観 察 結 果 、 物 理 探 査 結 果 、 ト ン ネ

ル 内 で の 計 測 結 果 は バ ラ バ ラ に 管 理 さ れ て い た が 、 そ

れ を 三 次 元 で 地 質 構 造 を 可 視 化 す る シ ス テ ム に 取 り 込

ん で 一 元 管 理 す る こ と で 、 専 門 性 を 有 し て い な い 技 術

者 に も あ る 程 度 リ ス ク 評 価 で き る よ う な 環 境 を 作 る 。  

② Ｄ Ｘ の 活 用 に よ る 作 業 の 無 人 化 、 効 率 化  

 ト ン ネ ル 掘 削 で あ る と 、 リ ス ク ア セ ス メ ン ト に お い

て 切 羽 観 察 に よ る 地 山 の 評 価 が 重 要 と な る が 、 人 間 が

実 施 し て い る と 調 査 に 時 間 を 要 す る こ と か ら 、 壁 面 画

像 か ら 割 れ 目 分 布 や 岩 相 等 を 予 測 で き る ツ ー ル を 開 発

す る こ と で 、 作 業 の 無 人 化 、 効 率 化 を 図 り 、 作 業 安 全

性 を 確 保 す る 。  

③ 暗 黙 知 、 経 験 知 の 形 式 知 化  

 特 に 施 工 前 の ボ ー リ ン グ 調 査 は 局 所 的 な 情 報 し か 得

ら れ な い こ と か ら 、 限 ら れ た デ ー タ を 基 に 不 連 続 面 の

連 続 性 を 把 握 す る に は 経 験 が 必 要 と な る 。 熟 練 技 術 者

が 過 去 の 現 場 で 不 連 続 面 の つ な が り 等 を 判 断 し た 知 見

を 多 く 集 め て 形 式 知 化 す る こ と に よ り 、 熟 練 技 術 者 の

知 見 を 踏 ま え た 予 測 が で き る 環 境 を 作 る こ と で 、 ボ ー

リ ン グ 調 査 の 段 階 か ら の 不 連 続 面 構 造 の 推 定 精 度 向 上

を 図 る 。  

（ ３ ） 将 来 的 な 懸 念 事 項 と 対 策  

 上 記 の 対 策 を 施 し て も 、 岩 盤 は 不 均 質 性 を 有 し て い
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る こ と か ら 、 そ れ に 起 因 し て 予 期 せ ぬ 不 連 続 面 と 遭 遇

す る こ と は 避 け ら れ な い 懸 念 点 で あ る 。 そ の た め 、 過

去 の 変 状 や 湧 水 の 事 例 研 究 を 行 っ て デ ー タ ベ ー ス 化 し 、

最 悪 の 事 態 に 備 え た 対 策 を 検 討 す る 。 そ し て 、 リ ス ク

マ ネ ジ メ ン ト 化 の 改 善 に あ た っ て 、 最 悪 事 象 発 生 時 の

対 策 に つ い て 施 工 業 者 、 請 負 先 、 必 要 に 応 じ て 地 域 住

民 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 。 さ ら に 、 支 保 の 変 状

な ど の ト ラ ブ ル が 発 生 し な か っ た と し て も 、 支 保 の 変

状 等 が 予 想 さ れ た 場 所 に お い て 維 持 管 理 中 に ト ン ネ ル

の 内 空 変 位 や 地 表 の 傾 斜 、 ク ラ ッ ク の 進 展 な ど を モ ニ

タ リ ン グ し て 、 計 測 値 に 応 じ て 必 要 な 対 策 を す ぐ に と

れ る よ う な 体 制 を 構 築 す る こ と が 重 要 で あ る 。 以 上 の

方 法 に よ り 、 事 業 全 体 の 安 全 性 や 効 率 性 を 確 保 し た 地

質 ・ 地 盤 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト を 運 用 し て い く こ と が で

き る 。  
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技術部門   応用理学部門 

専門とする事項  環境地質 

受験番号 

問題番号 

 

R6(2024)Ⅲ-2 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

( 1 )  多 面 的 な 観 点 か ら の 課 題  

課 題 1 ) 十 分 な 調 査 実 施  

地 盤 構 造 は 、 不 均 質 な 場 合 が あ る 。 海 性 堆 積 物 は 比

較 的 均 質 な 堆 積 構 造 を 示 す が 、 河 川 堆 積 物 で は 、 不 均

質 性 が 高 い 。 ま た 、 断 層 破 砕 帯 や 岩 盤 の 風 化 帯 も 、 想

定 外 の 分 布 、 不 均 質 を 示 す 可 能 性 が あ る 。 こ の 不 均 質

さ を 評 価 し き れ て い な い 場 合 に 、 調 査 不 足 が 発 生 し 、

工 事 時 影 響 が 出 る 。 地 質 の 不 均 質 性 に 対 応 す る 観 点 か

ら 、 い か に 十 分 な 調 査 を 実 施 す る か が 課 題 で あ る 。  

課 題 2 ) 設 計 施 工 に お け る 柔 軟 性 ・ 冗 長 性  

地 盤 構 造 は 程 度 の 差 こ そ あ れ 不 均 質 で あ る た め 、 ボ

ー リ ン グ 等 の 事 前 調 査 で も 把 握 し き れ な い 場 合 も あ る 。

ま た 、 不 均 質 性 が 高 い 場 合 事 前 調 査 で 全 て 把 握 す る 事

は 費 用 対 効 果 の 観 点 か ら 難 し い 。 あ る 程 度 不 均 質 性 を

事 前 調 査 で 評 価 し た 後 は 、 施 工 時 判 明 す る 新 た な 地 盤

情 報 に 基 づ き 対 応 す る 。 地 質 の 不 均 質 性 に 対 し て 設 計

施 工 時 に 対 応 す る 観 点 か ら 、 設 計 や 施 工 方 法 に い か に

柔 軟 性 ・ 冗 長 性 を 持 た せ る か が 課 題 で あ る 。  

課 題 3 ) 関 係 者 間 の 効 果 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

例 え ば 地 質 平 面 図 や 断 面 図 は ， 設 計 ・ 施 工 者 は そ れ

が 正 し い と 思 っ て 対 応 す る 。 し か し ， 地 質 技 術 者 は 自

ら が 作 っ た 図 面 が 1 0 0 % 正 し い と 考 え て い る 人 は い な

い 。 こ の 意 識 の ず れ が リ ス ク に な る 。 地 質 技 術 者 と 設

計 ・ 施 工 者 の 意 思 疎 通 、 共 通 認 識 を 醸 成 さ せ る 観 点 か

ら 、 如 何 に 関 係 者 間 の 効 果 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

行 う か が 課 題 で あ る 。 例 え ば 、 調 査 、 設 計 、 施 工 の 合

同 会 議 を 定 期 開 催 す る 事 が 考 え ら れ る 。  

( 2 )  選 定 課 題 と そ の 対 策  

課 題 1 ：「 い か に 十 分 な 調 査 を 実 施 す る か 」 を 最 重

要 課 題 と し て 選 定 し そ の 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。  

1 )  調 査 精 度 を あ げ る 。   

❶ 十 分 な 計 画 策 定  
  既 往 デ ー タ 活 用 : 過 去 の 地 盤 デ ー タ や 既 存 の 地 質 図

を 参 考 に し 、 地 域 特 有 の 問 題 点 を 事 前 に 認 識 す る 。  

  地 層 形 成 要 因 を 理 解 す る : 航 空 レ ー ザ ー 測 量 成 果 を

活 用 し た 微 地 形 表 現 図 を 用 い た 判 読 に よ り 、 詳 細 な

情 報 で の 地 形 判 読 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 地 層 形 成 要

因 を 理 解 し て 、 地 質 が 不 均 質 な 可 能 性 を 探 り 、 適 切

な 調 査 ( 計 画 策 定 ・ 実 施 ) を 実 現 す る 。  

  目 的 や 事 業 段 階 に あ わ せ た 調 査 計 画 ： ど の 程 度 の ボ

ー リ ン グ 調 査 を 行 え ば 良 い か は ， 目 的 や 事 業 段 階 に

あ わ せ て 設 定 す る 。 例 え ば 高 土 被 り ト ン ネ ル で は 地

質 不 均 質 で 多 少 の 調 査 不 足 が 生 じ て も 支 保 パ タ ー ン

変 更 や 補 助 工 法 追 加 で 対 応 で き る が 、 彽 土 被 り で は

小 さ な 不 均 質 性 で あ っ て も 鋭 敏 に 影 響 し 、 局 所 的 な

崩 落 が す ぐ に 大 規 模 な 陥 没 に 結 び つ く 場 合 も あ る 。  

  余 裕 を 持 っ た 調 査 深 度 の 設 定 : 地 層 構 造 は 、 浅 い 深

度 の 地 層 情 報 だ け で は 判 断 を 誤 る 可 能 性 が あ る 。 代

表 地 点 で は 全 体 の 地 層 構 造 を 把 握 す る た め に 、 一 定

程 度 深 部 ま で ボ ー リ ン グ 調 査 を 行 い 地 層 を 把 握 し 、
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全 体 の 地 層 構 造 を 評 価 す る 。  

  高 品 質 ボ ー リ ン グ ： 高 品 質 ボ ー リ ン グ で 、 亀 裂 の 評

価 や 断 層 破 砕 帯 の 位 置 の 特 定 を 行 い や す く す る こ と

に よ り 、 破 砕 帯 分 布 を 精 度 高 く 把 握 す る 。  

❷ 評 価 方 法  

  3 次 元 に よ る 見 え る 化 ： 調 査 を 行 え な い 場 所 の 補 填

や 、 地 盤 評 価 の 間 違 い 防 止 の た め 3 次 元 化 す る 。  

❸ 予 算 確 保  

  調 査 密 度 を あ げ る に は 予 算 確 保 が 必 要 で あ る 。 主 要

な 代 表 地 点 を 優 先 し て ま ず 調 査 し 、 設 計 、 施 工 時 に

補 足 調 査 を 実 施 す る 計 画 と し 、 調 査 予 算 執 行 時 期 を

後 ろ へ ず ら し 予 算 を 確 保 し て 調 査 密 度 を あ げ る 。  

( 3 )  残 留 リ ス ク と そ れ へ の 対 策   

1 ) 残 留 リ ス ク ：  

地 球 温 暖 化 進 展 に よ る 気 候 変 動 で 、 予 想 以 上 の 豪 雨

が 発 生 す る 頻 度 が 高 ま っ て い る 。 こ れ に よ り 、 従 来 の

降 雨 確 率 に 基 づ く 設 計 で は 、 設 計 不 足 と な っ て 思 わ ぬ

事 故 に つ な が る 可 能 性 が あ る 。  

2 )  対 策 ：  

❶ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で 豪 雨 時 の 対 応 を 提 案 す る 。  

❷ ハ ー ド 以 外 の ソ フ ト 対 策 も 提 案 す る 。  

❸ モ ニ タ リ ン グ で 観 測 し 評 価 精 度 を 向 上 さ せ る 。 以 上  

 

 

以 上  
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